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乞(~ 1 心土 ) -)~ ，;，Iu 
あ 1釘j はじめに
においという t奇妙な感覚は、心的と思考を分け隔てているベー与を取り払い、.ì.{~























びに宗教i正式へと免挺した。においを 0 りとして史的にとらえ、文 I~j の発誌を促し
たのも、宗教とのつながりがそもそものきっかけであった 1)。谷料&附いるように
なったのは、パミール高原に分布していた遊牧民が起楓であるといわれ、次いでイ
ンドに入り、それが中国とエ 1ノプトに分かれ、ギリシア ・ ローマ lI~i 代へと伝わって
いった川。 rperfume(万香)Jという合会さが、ラァン出の rPer FU81Un (through 
smoke) J から発している 614とからもわかるように、白りは似初、 1:に純己主として













おいても附利4011~ 代からの深刻な状況は、 !W~公 ;1: を社会的に旬、知させ、法的規制
の施行をもたらしたのである 10)。


















るかどうかはほわ Lく、また三点比較式央袋法の託[IJAJj Ui FI体も/l{t[立したものとは
いえず、 ・ j内の改刊が必慢である。さらに、このような :~t 央の評価 ・ 胤制に関する
21会 3節 本論文の構成
本:i命文の構成は、以ドにぷす.illiりである。まず2む2.!'~:では、忠央 jH 象の特徴を 'f(i
珂!するとともに、わが国の忠良評価に対する取り組みについて概説した。 21"13 l;Lで







して、問題点の抽出とその改苦に|却する検討を行った。お 51/t では、 ~14 草の fJ; 県
を受けて、謡史の感党的評価 ・ 規制を行う際の m121~ fの a つである岐部党のHN11 
特性に|刻する検Aを行った。すなわち、 w況の吸入lI~f1¥1と知1'.1:強度の関係について
考察するとともに、映党の順応現象に|却する川々の実験的険dをわい、そのfデル
イじをぷみた。また、央気の辿統的限絡に対 4 る快 ・ 不快jZ の変イじおよび~rf附子に
|均する検討も行った。第623では、出 4i;.とめ5J，止の虫1比をもとに、日央感覚特性に
法づいた泌氏評価のための三点比較式只提法の改伝説;を示すとともに、 'u能試験弘
による :l!~只胤制を行う際の )J本的-与えゐの促尖を行った。そして第 7 阜では、本研
究の企体をまとめて結論とした。
~i1 2 in A(研究のIJ I'!(J
民主LをMil品とする近間的告や紛争は性くから多先しており、 Il{i和42if;に制定され
た公;iJ対向J):.{':?}， (~); t幹部 132 号)において、 J21 央は典 ~~t 7公;?'の・っとして規定さ





県たけであった 11) I ~ )。
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間 1節喫党の特性 1)川
地球上のあらゆる宝物は、れらの !I~(/と仰の紫公のために外部町J克の変{じをすば




も明らかである 6)。外界からの烈!激としては、光、 IT 、然、出械力、化こ;;~初白など
があり、それぞれ説覚、 i出党、温度感 1:1:、 1両党、触覚、味覚、 n史 .~'t などで感知!δ れ






なる 1.1. .であり、においの 虫誌が得々独立的なものではなく、 Hl ll~ に栴拡な|則辿性
をもっていることを示している。また、においの感:htは、 '1-.1'J1的・心尽¥(:ドJ.社会的
条件や暗好、経験によって左右され、 1:観的 ・位制的側 l師が怖いが、通常の他山状
態である人、あるいは集 HI としての此、符では、不快なにおいにふl する'I~JIrJ[には人主
がないといわJている。
においは、にさとい物質がある濃度(閥抗)以 1:空気中に存{I・するときに'!ニじる感
:r~ で、このようなにおい物抗の数は数 IJJ 柿 ~iにも技ぷといわれている。しかし、
その刷怖の多くはppmオーター以 Fであり、 ppbオーターをド|ロlるものも少なくない。
したがって、ごく少数の例外を除き、ガスクロマトグラフなどの測定機おも人11]の








































典:~'~ 7公??の中でも騒音とととが I，~終的な LI (f{Jとなる 10)0 !1t¥央に係る;可fti件数は、
Jk¥ .(正は掛ばいないしク「減少し、昭和47年肢をピもに常に 1:{I'/，に{な，i:lしており、
6 忠良防止法が施行されてかしかし、1 ，1 ) 。???CIX12-1) 微減の何"fI'1をぶしている
J()(】叩叙〕70 ω 50 
'，Y，1Jfi (%) 
40 30 :?iJ 10 。都市忠良fl¥j:illは以前とは異なる様相を仰びてきた。すなわち、ら 2o'.r:l~ ，1・を杭て、
J思~1e ~I:: * ;%f J.坊と住宅の近接イヒ人Liの1¥，:/JIに作って0:定地が都市郊外へと広がり、
Iq rU¥ ;'~ ';1 111' J;i I~の内訳 131iヌ12-2 身体の位脱のみなら. Ji1身近なものになってきた。さらに、被告がよりがj並行し、
目的対政業種の拡大化 ・多犠化ずJ: Trfi Jr.t ~克の快適さに対する人々の斐求が高まり、
iW J!7f脱尖や各椅製造工場に係る;苦悩別合が減少傾向にあるのに対0) Ul+l1がみられ、
飲食前からの悶J1tl央などのように都市生活 ・民生型と拘ftti'J.やビルピット、して、
くても住民の思議レベルでは存犯すると考えられるにおいについての忠誠捌白を行環境16}。hA-近、101 13) ([';42-2) いわれる発 ~I:鰍からの;!?十月が多くなってきた
生活環境の中で感じられる峨々な央公問題への対応をi治っている。、
?? ， ?????、??
および';，'tl~l として顕在化しな自ISiI.ì域のEl 1片 J-þ' 活から発生する !~t 史、Ij~ においても、
そこに生則的・心JIH的および礼会的史l刈が1J1Jわり、人間がにおいを知覚すると、
このような出火小訟の特徴 111) 1 l) ~m 
1弘
先生 htならひ
















































































































? ? ? ?









? ? ? ?
?? ? ?
? ?















?? ?? ? ? ?































































?? ? ? ? ?






















n/l.fl15 16 47 
柿々の央主L物質が拡れな l¥o むしろ発生臭気が塊状で凪ドへ移泌する場合が多く、









? ?5-1 :>3 52 50 51 18 -19 













環境JJ・がrtl心となって検討を進めた結出 22323¥ 航貨(じ合物 4初日について規制)，4
iill が設定され、平 IA~ 7年 4JJから施行されるにモった 2け。

























，It'/ t，';の発.JI:を支配する。 ml9;の被?;は上に感'r.t的で、 nfH 神経や?，~~I血中相を刺激す










②窓央のがj駆物質、成分相 Iï. の関係、イミ明舵成分、起i微 lit 物質なとふ解明の II~J:;nが
多い。
tD 3節忠央の:ri:(11Ii 






























忠良防止法における浪/!i.^ 山I~J と日，:t'i現場での尖態との矛前に凶惑した f治体では、
，~~ ~ì.の感覚 Jil としての肥 fhl を l.t にした規制の必~性を認識し、法による浪度規制l と
は}JIに、般党的ij[lJ定法に)，lづく犯!nのJlIi~規制l を実施するようドなってきた。人間
の l吹 'r.tをHl~、た央気の ìWJ 法には、 4般的に、①五~~ì.の強度、@火試の快 ・ イ、快 j豆、
@5154濃度(央況がにおわなくなるまでの希釈{行政)の 3開矧があるが、ほとんど
の自治体では、忠史を感1:1:として総合的にとらえるために、央公の有無に 4γ'，fJした
~ ~ì.浪度による，iii (tUi を採JlIした。央公 iC~ 肢の?JlIJi.Eには、注射器法、セントメータ法、
無央本法、オルファクトメータ法、 -: }.I.~ 比較式只袋法などがあり 36}3T\ 特に三点、
比較式只袋法河川は、 トライアングルテスト(3 fiAIの袋のうち、 1袋に希釈した試料
火弘、銭りの 2 史に無~:.1-:丸を入れ、バネルはこれら 3 袋の ql のにおいを l民ぎ、ど
の袋ににおいがあるかをいIt書する)の掠式をとるため、測定結~の精度や持観性が










にIr，)けてのぷ愉が活発化 L、平成 71) 4 J J、官能試験法(・JI比較式史袋法)の導
-10 -
入を住とした改正!a央ドliU: i}，が成包し、手lN8，1[= -1 ) 1から施行される乙とになった
aaE 。 L二点比較~\只袋法などの碕々の rrHË試験 il， とその恕央続伽lへの導入については、
前 31~ で詳述する。
tffm試験法の法制{じに去るまでには保々な粁余 IlI l 折があったが、 l(~r:倍、 (1: 1~ から
の ifttt を受け、;ょ:態を部Hをし、 ~I\j題の解決に努h する自治体からすれば、地域 (:ì: 民
にとって極めて身近な恋央公おの i支持尖態を把在したり、適正な ~/jJl:対民のj白押を
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m 1節 目央党官能試験法け ・n
においの惑党は、極々の央気物質の出 J[作用の結果として総合的に知t1.されるも




はまず人きく i有終評価法と 'l;' 釈法に分fJ! している。恒f芸 評 IIfIi法は、 im 央現1J~ などで





暁党計は、 :重の行から附/J1(されており、外側の行は内s!Iの官 1-を滑走できるよ う
になっている。外TIの内的i には火気物質が H~まされており、内行をずらして 2 みの
行の重なり只合いを加減することによって、望 '1ミされる~~物nの 1辻を制附し、彼
自金打は内 ~n( の噌端にある H史ぎ日から只九を l倣入して、内竹に 11""' された[I惟をも って












































benzeneとmethylsalicylateの!謝偵を測定したが、 [nJじt(t、 it亭!日:;を附いて F央丸l!;l
1立を測定する方法(注射6&法)が開発され I$) I 6)、j忠央の評価に広く ftjl、られるよ
うになった。この刀法では、容拙100'"200m 1のガラス製il:射器;を川いて央況を希釈
し、被験者が鼻孔に直接沌人してにおいのtim~ を判断する(図 3 ・ 2 )。すなわち、
例えば10(古希釈の試料只えを作成する場合は、 100mlのit与J&iに10mlの1，;i央気を採取
した後、 M只空気を90ml[吸引して100mlとする。 ζ こでにおいが感じられるようであ
れば、この注射器の先立rti に月1) の i.t射~を持続して唱定肢の央況を防し、 [fíJ 岐に j!!~ !，;~ 
空気を吸引して品釈操作を行い、においのイi無を判定させる。そして、二のような
抜作をにおいが感じられなくなるまで継続し、そのときの岳訳(il 敏から~ ~<1. ~~fSt を
n tHする。このん.H，は、 1957年にASTMD 1391-5717)に採)lJされ、 Millsら181によっ
てさらに検討が加えられ央。日本でも、 -: J.~t 比較式央袋法が??泣するまでは改良を








( 1:1M ( iI1酎》























一これは、 h三も初Wlのオルファクトメ ・タに属すると」号えられる。 :をた、 Gundlachと
}¥enway!川は、オルファクトメータによ って削他の測定を行っている。しか し、これ
らの装位は、まだ試料品i製が厳密ではなく、制作 1:の問題点もあり 6¥ ・般的他F1J
には亙らなかった 。 その後、 ~ader ~ ~ ) 午、一一ドルパルプや流 i社計を組み込んだ 3
系統の空気供給経路からなるオルファクトメータを問先し、 Cederlofら星"は、テフ
ロン製のフードによって試料央気を !I~ iJミするオルファクトメータをJlJい、製紙 UJ，
からの排出ガスの関門を羽目立;している。ま介、 Hemeon2‘川ま、オダーメータによる央
丸の定1ft的評価について検Jを行い、 Dravnieksら2; ) 2官}は、オルファクトメータ
に三点比t鮫法を導入した張世を開発し、排出r1および環境における央気を測定する
とともに、再現件.や見出 jj 法に関する考察も行っている。さらに、 Stordeur ら ~0' IJ.、
マイクロプロセッサを用いて流量やパルプ保作の制御をnI能にし、 Sweetenら:1)は、
l-butanolとの強度比較によって環境只礼を測定するオルファクトメータを1発した。
リ本では、 Nishidaら3Z) がサイクロオルフアクターを開発し、 Jよ~ ~tの汗師li に|却する
稀々の実験的検J.jを行っている 1.1 ，。なお、オルファクトメータによる間値および閥
1・刺激の測定については、 OravnieksとJarke‘3やTurkら1~ )が解説 L ている。
無只不法は、被験~・が臼然に近い状態でにおいを I喋ぐ、ニとができるという大きな
利点をもち、種々の測定仁川いられてきた。この方法{ごは、被験 l抗が全身P.I~ 央主に
人ってにおいを晩ぐ入室式(標準型)と、制の部分だけ JII~ 火宅に入れてにおいを l県
ぐ暁ぎ窓式がある。 Leona rdos ら ~n は、約 13m~の無失訟を川いて ::>3物日の l制(lÍ!を~II1J
定し、物質の特性に関連した考察も加えている。また、 Lindval)31'は、iHにj許制し
た移動式無失望主で道路近傍の~気を測定し、 Su l li v an と Leonardos 1 鈍 1 は、 jJt: 11¥I C(で
トラップした兵気の強度と!制慌の測定について検e付している。 1J A~ においても待科
会社 3，)や 11 本環境術 tJ::. センタ -40\ 併自治体の公 :I~6}f究偽関 4けなどで1日見沖がtU
位され、 J也央評価i に関する研究が行われてきた。特に、泌氏 ~jj JI ?}~における物仇忠
度規制の ïJ;準値は、暁ぎ窓式無央~.をJlIいて求められた、物質現段と央 ~\.IKrtJ究の関
係.12)に必づいて松広されている。川。











釈{民放から央ス浪lrt を見出する。また、~え濃度の 1古川対訟を 10倍した央気指数を
単位としてmいる場合もある。竺点比較式央袋法による恕央の規制については、本
~~2 節で Wt述ずる。なお、 上述した時々の官能試除法のうち、-1:な五法の特徴と
1m題点については、同印と石J.t.¥H 】がまとめて」、る。
第 2fij '!i能試験i去の忠央規制への導入
，f.: i;t .~1 1 f:市で述べたように、官能試験法には峨々な郁完nが{r在するが、悪臭の宮
iE iQ :1111 においても、被 ;l; 地域の特件や時代背!;!、!出央刷:I~J 当*者-の政策などを反映
して、作地J!%で特徴的な)j法が探mされてきた。 γメリカでは、科州 ・地域によっ
て泌氏!日l組の涼表IJさが見なることから、作れ治体制!r-Iのl体的規制が実施されてお
り、刊にセントメ・タ法と注射器法が多く j京mされている 20)け)0 Gruberら50)は、
j[，!~ ~ ~f Miに川いる日能試験機掠に必盟とされる条11:として、①迅速な測定が可能で








で!日\~の以体(f{Jな胤制法準値を定め、 工場や ・H来場に対して J忠良低減の指導を行っ
てさた， ~ )。ここで公定法とされた食出水、ド衡法は、 1 %の食 jf;;~ ノk に平衡に達するま
で五~ ~1.を øv ~I. U& 収させた後、同じく 1 %の食砲水でにおいを感じなくなるまで希釈
して只k浪IQを求める方法である 56 )。その後、点点打ISは、人都市であるという特殊
性も考慮、し P うえで、 1l!~央の感覚的測定が不可欠との考えに ~'t: 脚し、純々の官能試
験法の比較や測定手法の検討、忠良現場におけるフィールド制作など 4けを行った結















日限値を報告した OI 1。また、平成 4W:12f1(-は、::.I(，l_"比較式只袋jiの測定制度を附;
保するために、官能試験実施者(オペレータ)の~Il純および妓jiEの水却について《
他法人が行う審蛍 ・ 証明事業を環境庁長日総ムとするための ~>~n を11:'1境庁行不第 91 り
「日央党を用いる央気の判定試験に!到する~(1~雄投び技能の高・内 ・ 証明 IHX の dhiにi則
する胤紅」として棺耐i し、あわせて向島~f'r\に )t~ づく公品弘人が行うべき事n . f;IEI~J 
H業の議再対象となる方法として、 i 11比岐.1.:¥~災 il~ を 11;1J克Jj-;:_; IJ~ 第 92 り fW央党を
J:Hいる只丸の判定試験の方法」として示した。さらに平成 5{f~ 1 J Jには、社団法人
~5<\対策研究協会が実施する央気判定技七謀任・ ~IEIリPF浩をmt克片良ド-?"で認定し






今回の !~l 央防止法の改正は、法制定、月初からII.\IJ組とされてきた物質濃度規制l に加
えて、人1¥の岐党を用いる官能ぷ験法を導入したというJ1でIllJjj倒的であるが、 ~>I. :L~J 
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しかし、勝央防止法制定内時から、物質濃度 Ù!IJ~ に基づいた必~ JQ(L~I の|限界が!l1






































2 2.5 3 3.5 4 5 
r-ーーーーーーー--ーー--ーーー『ーーーーー可
0.1 0.6 2 5 
0.0001 0.0007 0.002 0.004 0.01 
0.005 0.006 0.02 0.06 0.2 
0.0001 0.002 0.01 0.05 0.2 
0.0003 0.003 0.009 0.03 0.1 
0.0001 0.001 0.005 0.02 0.07 
0.002 0.01 0.05 0.1 0.5 
0.002 0.02 0.05 0.1 0.5 
0.0003 0.003 0.009 0.03 0.08 
0.0009 0.008 0.02 0.07 0.2 
0.0007 0.004 O.∞9 0.02 0.05 
0.0002 0.001 0.003 0.006 0.01 
0.01 0.2 0.9 4 20 
0.3 3 7 20 
0.2 0.7 3 6 
0.9 5 10 30 60 
0.03 0.2 0.4 0.8 2 
0.1 0.5 2 
0.002 0.01 0.03 0.07 0.2 
0.00007 0.0004 0.001 0.002 0.006 
0.0001 0.0005 0.0009 0.002 0.004 t 、












































JIl対散を1O(~~ したもの)として定められることになっている 1) が、これらの 2 . 5ある






















民ぷ tl哉の観点から様々な ~~l のd容性に対する i彩押凶 Fの把払!疹 fI .った。そ して、
よ点比較式央袋法の調IJ定方法に|均して、問題点の抽出を行うとともにその改刊につ
いて検川した。
第 2f.m 忠良現均における -点比較式央袋法制定データの解好
4 -2 -1 本解析の概要
nï筑 Jr では、 fr 能ぷ験法に|対する調行 ・ 研究をj[める ql で、 IIf.H1I 53年に ~ }，I，~ lt I[吹
式只袋法についての試験β法を取りまとめた n後、科々のIl!j央先生現場での'必忠誠
査を行う且いけとともに、自治体や民IllJ['tJ体による実測データを収却し、町.i.f1l5 7 '.I ~ に
は，!;!~~濃度を問いて!忠良 tif 価を行う場合の考ええJ および [~l 傑仰を制仏ーした 8)。その
後、環境庁は、さらに調子E・研究を行う隙の資料として活用するために、 I{HfJ57it・
11 月 10 日付け r!<<火特第 167~) r三点比較式央袋法による測定データの報咋方について
(依頼)J によって、全作!のn治体に 三点比較式Jえ袋法による測定データの制;tsを















: !，'，\比較式央袋 i}i による~lItl定データ nG人ぷの項目は、表 4-4 に示す通りである。
件られた~j{IJi.i:データは、必慢な項目についてはコード化を行った後、コンビュータ
に人 }Jしてデータフ〆イルを作成した。データ加亡および解析には、 S;tm~ 火学大型
;1・;P機センターの統計解析パッケージ SA S (Statistical Analysis System)を問
いた。
423 基本父叶
4 2 3-1 解析内特および解析ん法
ここでは、データ記入会の主要なJfi悶についての基本集計を行った。すなわち、
年度別、都道府県別、来判別および試料保取場所7J'のデータ数を集計するとともに、















































均úftから nlH したパネル1:f4>.の只丸泌位を~IlJ人 4 るこ介。 j~'[J先制11
定の場合は、パネル全体の只九濃度のみを;iG人4ること。
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I~l JえJj' の分顕による業 ~EWlのデータ数を試料奴取脇fITrの内訳を含めtxl 4 -3は、
その他の製造工場5. の大分知でみると、"-6 . まず 1. て示したものであるが、
サービス業・その他6 . 18.0%)、{じ学工場(3163f'j-、4. 26.9%)、(4735件、
2.飼料・肥料製12.4% )、食料品製造工均 (2188件、3. 16.7%)、(2934件、










































( 1 )術停食料品劉冶 l編




































































































































L.:cltA. (象地位w外) ~ヨ E見交3QIWII口
鶴m縫 (般地符w内 - iI!!i内
鋭f，.!，~長置入!1 者 その他
l +~l 
，ー - - --・・・・・・・・・・・・h・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・
I I 
I ， . III:'.'~総到底紛
六団J86
I必1136 :
JL :..三EL総苅 予言天授校校~3 197
阻阻IF;;;:~:~三~..ιふ'三3蕊ミ~J J5?~f5i~~}H:j 10;'7 
FF々々とミヲ弐週三il{359 • 











































。 ヌ)Q 1500 1α)Q 
デ ク数




五4-5 排出口、環境(敷地境界)(;(J 4 -4には拭梓摂取場所]irjのデータ数を示すが、
" (J) "1. ~ 
t 平 - ~訟 )(1. 合 : X ) 。蝕)(車今 1)唱ゆt取納骨卑 1 (?" 
18; (11 1) 
125 (29.5) 
51 (12.0) 
11 ( 2.6) 
10 ( 2 H 
.tZ4 I~ 
41 (34 7) 
1; (11 4) 
13 (11 0) 
13 (11 0) 














36 (12. '，) 
10 ( 3.5) 

























21 ( 9. S) 
20 ( 9.0) 
17 ( 7.7) 


















































2. 'iji; . e ' ; t!~工場「アンr有機溶剤」、刺激臭として設現されることの多いさらに、35Z[栂に及び、
(1 )飢渇骨処理2・
“刺激そもそもの記述があるものも合めると48業種にのぼる。「泊旅」モニアJ、



















1 (26.2) (l)t!.! 
8 (19.0) ②免ω
6 ()4.3) 0)";'1 




















































































6 110 9) 




j ( 9.7) 







(1' fUI 't tH1'l 
60 i:デー タm









7 (11. 7) 
5 ( B.3) 
3.食"s判迦1::ー
( 1 ) oIfd2宜叫品拠点工喝
企ヂータ依















~ 4 -5 (その 3) 
表 4-5 (その 2) r; 1t. ~冒可~ '1 4 
tギ_09 1i'<Hlr合.:) e￥・l'tl)(l;合.:) . ~め.
」一一，. It (8 )むgと芋エ哩 <r~畠
②注B ~4 (士3.3)10 ( 97) 
晶(;.晶}
8 ( .8) 
6 ( ;.ゐ}
103 
{ヂー ヲt.i)(1・: 1田宮 (~~ュヲ酔}
16 (;1~.I ， I ① 旬均
9 (21.叫 l ③ 貴晶
5 (11.9) . (3"1$ 
f望l証E邸
i G:'.入長


































































17 (1. 5) 
14 ( 9.5) 
13 ( 8.8) I 
















? ? 28 (401.4) 
I (17.5) 
5 ( ".91 
63 













?????? ???。28 (29.5) 
24 (25.3) 
9 ( 9.S) 
8 ( 8.4) 
6 ( 6.3) 
95 
(7 )パン. . • t'JJ泊.r喝





















5 (11 3) 
5 (川.3)
35 
( 8 )コーヒ・別迫 r.:t ωご 11
②コーヒー
主データ敏 22 
全ヂ-9!it 93 t 
























5 ( 7.8) 
64 
E ①ーニ〉ニク 9 (32.1) 
I ~宜B 8 128.6) 
ι げ→政 二L一一」
①r;敗 7(19.4) 











? ? ???? 8 (13.6) 
. (11. 9) 
7 (11.9) 
6 (10.2) 
5 ( 8.5) 
59 
(10) 0{のta £ヂータ磁 52 
(15】クタフト川"プ工喝 I ωヲ手フトバルブ 113 (95.0) I 
E 企ヂ--9鉱 119 I 
( 16)その伐のパルプ・伝工渇 I (1)利I!l 1 (36・7) I 
I <Zこ11 8 (26.7) I 
I Xギ-9政 30 i 
( 17)めっき工渇 I (j)!'， ~匝 8 (40・01ι
1②メ y:1' 5 (25.0) 
E 企ヂータ般 20 
-ー1: - -....__一回 + 
( 18)干の包 I (1)クう 7 トパ I~ プ 38 (27.S) 
U ②付奥野 17(12.3) 
③可明舟 13( 9.り
⑥帯拠Y官向 1I ( 8.0) 






主ギ-1'!it 36 (jl?そ， 7恥パ Iv'f 16 (47 1) 


























(j)γλ ソ~l'" Jレト 6 (35 3) 
もi-."'_? l1 17 
23 (19 7) 
16 (13.7) 
1， (12.8) 



















( 2 )開肉化学 E健l:IcfIs)l怠エ喝











~- 9:;生 14 (25.9) 
7 (13.0) 
S 111.1) 




1 ( 7.2) 





















(-1)プ~スチタヲ 1・ 喝 18 (%1.4) 
13 (15.5) 
10 (11. 9) 
7 ( 8.3) 
84 












? 14 (35.9) Iω"J. 
12 (30.4) I勿f賓m，
1 (1，.幻 l ③虚値





















14 f 5.31 


















9 (16. 7) ~.有 内 iIl葺
② t)1.t 
;.1 it.平-9s<
(6 )同包ゴム工:喝 26 (89.7) 
30 
29 
(4)町fi;)エコー 56 (59.6) 
7 ( 7.4) 
. ( ".4) 
5 ( 5.3) 
¥Dコム
(l;:iムζ.，
( 7 )ゴ J~. r. ~‘ 41 (67.2) 
5 ( 8.2) 








:1< 4 -5 
(その 5) ~4-5 !II:黄 { 暗~ :;:;;jt~) (~--9政 )( 1 合: ~ ) 
:;.  
f冒曹(骨.l;il貴界) 1ヂータ 依)(1・ ¥)
31 (36.0) 
8 ( 9.3) 
1 ( 8.1) 
6 【 ~.O)
6 ( 7.0) 
86 
???


































17 (26.2) I 
12 (18.5) 






11 ( 6.0) 
9 ( 4.9) 
'; ( 3.8) 







5 ( 9.3) 
5 ( 9.3) 
5.1 
ー














(l) li 鈍 t官~.
~\乏を:
弘、士!!I


















( (4) ク 'J・ニンゲ2 ・民謡工場
( 15)弘量庖









6 ( 9.0) 































? ? ? ? ?
???














273 (58.7) ①有 沢 ìtJ~
54 (11.6) ③£徒
50 (10.8) ③ζ;f 
20 ( 4・ 3) 匂)f'~!I
H ( 3.0) I ~.!t .， 
465 I 主ギ--II1i!I
91 (52.9) I ω有望曜雪書
24 (14.0) ， ~タバコ
14 ( 8.11 
7 ( 4.1) 




(7 )な崎、，噌.~ 'JJ o!lo 'loIjft，!:ー










12 (15.0) I (2)鈍追
7 ( 8.8) I③勾!I.






















( 13)愉点目1. 竜同I!"l; dL:唖
(11)その也，J)唄吋)i迫，r.tl 1 (H.O) 




















8 ( 7.8) 
'; ( 6.9) 
102 
ω揖1・









????• ??， 、??? ， ?• 
寸 ω間企..-9 I'l 
~ (62.5)1 
(l)有線糟.1 26 (38.2) i ①ク)-ニ〉ゲ
③クリー=ンゲ 18 (26.5) ， ②両側綜島
@母島ト争ク LI口エチレ"./ 7 (10.3) I 
念ギータ叡 68 I 企ヂータ儲





(1) < J~ 刀 7タシ 7 ( 100) 
量:"'-~1i!I 7 I 
(19)貰fHt'lI¥11d I ()，)別撤 7 ( 100) I 
xヂータ敵 7 I 





































6 ( 7.0) 




15 ( 9.8) 
15 ( 9.8) 

































































向く、 j選~[i雌まで拡散しやすいことが彩管していると考えられる。 I司 4 -6には、
前十円 r{iり」と記入のあったものについての被討内容(複数回答有り)の伺答割合
をデータ数が10以上であった業極について示す。ほとんどの栄枯で rJ忠良・不快感」
が l，~ も多いが、 l~i i'ri 民業や飼料 ・肥料 F斜地 c場では「吐き~~ .むかつき」、 「食欲
不振」、 r lÏ(if~"iJに対してもかなりのい125 がみられる。
-44・
間0.5.1浦 口1.5以 1:2.(胤満額30以1:3.5本泌包.1.5.以 1:5.0"論(単位礼.)
5L'.I1:1.仏本泌 鹿 2.0以1.:2.5-1、渦 :3 5以 l:4.0~泌口 5.0以 ~10 主満
~l )以 1:1.5*泌ゴ 2.5以上3.0.ふ桶E:~ .1 0.以 1:.1.5..1-ょ泌 ~10以 1:
l.高度IU
( 1 ) A1UUo=郡今
(2)実牛車In=611 






(4 ) {~旋花見工埼加= 12) 
(5) 7...ザー 工喝(n:1ヲ
(G)烈合II!'.;恨品工崎(1):タ
(7) fi合鍋n~孟工均 (n= 5.1) 
(S)その他(n=総J
3.食n品質企工渇











(1 )化?唱~f，製迫工喝(n= Z5J 





尊重 ( 7 )ゴム工均(炉問、 {時)石I由化学工均(n=61) 
I (11) ilillb目1比li総量工埼(n=46) 
!ト (10) 1'11<・印刷インキ製i重工均(n:56) 
さ (11)臥極.n， 'A通勤立工均(n=56) 
ロ (12) t書膏. 思む主工i!l(o:14) 
~ (13)コークス良造工均(n=35) 
li: (1.1)アス7"'J~ ト鴫hl工崎(n: 511 











(71なめい主 1 皮製品喫，1.工I:;(n=18) 














































(6 )たばこ製造[.i&}(o 63) 
(7 )なめし皮・皮製品製造工湯(0 17) 
(8)然災・同製品製造工綴(0 15) 
(9 )製鉄工品目(0 36) 
(10)非鉄金属似造工綴(0 21) 
(11 )鋳物工.i&}(o・45)






( 1 )廃棄物最終処分場(0 22) 
(2 )ごみ焼却当日(0 31) 
(3 )下水処理場(n 93) 
(4 )し尿処忽場(0 15) 
( 12)その他の阪必応(0-12) 










( 1 )発豚:!R(nroll 
( 2)笑牛策(0 46) 
(3 )業自由来(0173) 
( 5)縫E(o 10} 
2.飼料肥料創造L.i&}
( 1) ~~紛骨処1理品目(0 316} 
( 2) 猷11"処lt~(o-287}
(3) m奨~車種 C.i&}(o， 11} 
( 5)フェザーr:幼(n 16) 
(6 )復合肥料製造r:~日 (0 38) 
(7 )配合飼料創造J:.i&}(o 29} 
( 8)その他(nω}t 
3.食料品創造仁湯
( 1 )術席食料品製造工砂(n 51) 
( 2)水彪食料品創造工場(0 35) 
( 3)発鮮食料品創造E湯(0 55) 
(4 )油開系食料品似逃エ泌 (n~ 27) 
(5 )でんぷん製造r.~(o 27) 
(6) ~，jI~食料品創造工湯 (n・ 51)
(8)コーヒー製逃工場(0 12) 
(9) &3席食料品烈造工場(n~ ~) 
( 10)その他(0 &1) 
4.化学工場
( 1 )化''1-肥料鍛冶℃繊(n 13) 







( 11) 阪高E品・.Qll!縦進工場(o~ 印)
( 12) 後-?1剤事~;a工場(0 13) 
(13)コークス創造工品目(0-37) 









1∞ 的回70 印40 50 
割合(%) 




























ζ れらのよ胤a~J 物質を含め 、 報侍のあった泊位 ìnlJ Æ物質をすべてまとめてノドした
のが災 4 7 である。これをみると、濃度~i!IJ広が h われたのは 98物質であり、指定












表-l-6 恐慌別の濃度測定物自と測定件数(その 1) 
i!) 1." .喝奇JI:.U.:r.n:tF;r.:，.:，とで'ヘ "1丸:エ:tロロ 'l'SJヒm唱{恥::;;咽碑}量点寸.
~"信定ーー:て宵 1(:::1:.号なそれぞれふτ.:7);:.!:示~-， .l(串o;Q宇:al:持IU:;;¥'t. 




























、' ~um 0・H創作，.，:.~...， 


























































i主)l JI主婦~犯i 反物n であり、おの鍛'?11 ~-:'I.'J.比ゆえ式央袋法による日曜位。‘を災 i' 0 
ただし、キシレンの間{J! I主 o 、由、 pの平 ~J(J(として示している。
4 -2 -5 物質濃度と臭気強皮の関係
4-2-5・1 解折内容および解折力法






情の先生する ~~1強度レベルに関する検討が不 uJ 欠である。そこでや~Jñでは、物質
濃度と只九脱皮の関係について I~I 仰分析を行い、機器分析による胤制法司.t[他と実際







行った。昔なわち、 4 般的に外界からの刺激強度 Sと感党の火きさ IとのIJには、
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1 -K log S 
K:定政























-1'< 4 -8 {その 2) 
t} 治所 Gd希侭{222 データ ，1ft.
ItA大物n</ 4 -8 民fJT¥mr制(Ij駅前故最大物質(その 1) 
ι ー
「環』は現段(数地t~界) -1 . イヒ70治it) rl r場所JtU正Ht;;:取場所のことであり、 r t-A-Jは排出口、 ( 2 )然機化γエ 1 i拠品事~足1J:.Is t， 本政イヒ，}.:Jl; a 
4と1)"'"。 ( 5 )ド RP製品創造.1.1幼 1司 * AHi 1'1 ~' r閥抗fR(;'r，1j;_ ttl 太物質」は物 t'! 濃j主企その関(.11で創った f心力~Iti火であったもののう ( 9 )油脂加工製品別造工.u~ ;井 * ltlン 3 
ち、デーク波カ15tJ.上であったもの。 Iヨ $ ドl)Hメ H7~~ 10 G物flれの前の「勺 i主指定患:央物l1であゐことを示す。 * n ~百以前 5 
( 1)広葉品 . ~烹製造工地 F':i 奪・.' t li'ミ〉 5 
ト1 Jot 泌所
関希釈{音tJ.
デ・タtb. ( 15)クラフトパルプ主鑓 jt 怠 井手tJ止力7・9i 48 経大物質
奪 をー化J)<発; 38 
Iヨ 象 外HH力7・9'1 29 
1 . t.i理lllm 傘鋭化水禁: 1 ( 1 )後豚 I~， 用 象 トリメH7ミン tl2 ( 18)その他 I島 傘メHH.力7・9ン 40 * ~i化水系 33 $硫化，)<:.1-; 7 * 7ンそニ7 32 ~ $ メ7品メ品力7・9ン 19 本n-吉明餓 It 
$ メチ島メ品力7・t;i 13 5.その他の製造工嶋* n-1fI!綴 12 ( 1 )繊維工湯 p;t 本鋭化JKZ; 25 $こ硫化メH D 
$ トリメHi'ミン ItI 
( 2 )穣 ~I~ i~/E 1環 ‘?、J司t二? 16 語ト俄 12 
$ トリメチ且7ミ〉 12 *メHJlIJ7・'1'1 1 
*硫化1<.fi 9 
* 鋭化JH D * n-5 I再~ 9 ( 3 )紙加工品製造工場 ;毒 傘トuン a 
( 3 )実il!庁i I司 * トリメチル7ミ〉 58 ( 4 )印刷工場 t. $ ト晶1/ 8 本航化IJ<.M 39 E竜 * J.Hi 5 s メHメ品力70t;ン 16 ( 5 )漁後工潟 tA S キシレン 21 
‘ ?ヲ司t二? 15 自tM7'f島 6 
両宇託委 日 * トルIン 5 * n・M重量 7 ( 9 )製鉄工場 t. $ キシレン 6 
率 ト品エン 5 
2，例外 ・肥料似.iZ'r lt 1積 * 7ンtこY 14 
( 1 ) f~I，凶作処E聖地造 t. 8 トリメ11.7ミン 16 傘ト島u 6 
内 き トリメチ島7~ì 68 (10)非鉄金属鍛造工泌 尽 掌儀化1)<努; 13 
-メf見メ島台79ン 16 (13) 愉送用隙械~只明治 ..[1砧 .f1;I 傘トリメ11，:1ミン 10 
-硫化水系 5 齢自主 5 
( 2 )似件処Pll.Is t g 硫化水系 10 (14)その他の機械製造1:地 lt 1-7・91-l 7 
g トリメチHミ〉 6 傘i7・9J-t 6 
f預 * lit化7kk. 43 ( 18)その他 j.，t *ト.Hン 7 
本トリメチ品7ミン 31 
本メチルメ品力70'1i 18 6. サー ・ピス.1:.その他
‘?、if.二? 18 ( 2 )ごみ焼却勾 J井 * l:If:i' 10 画宇酸 5 71J・E 9 
( 7 )似合制約似.iZi工総 t * トリメチ品7ミン 5 
$ トJメチ島ì' ~ì 8 
Jl;I S トリメH7ミン 5 I事 g メf見メ1力1・9ン 1 
( 8 )その他 tk 掌メHメ品力7・9i 6 * 7ifニy 7 
( 3 )下水処.I!lli易 jt. * ih化水野i a 
:3 .食討品剣道.r.iC T電 傘ト)j.f品Yミ〉 22 
( 1 ) f.i，.'?~食1:4品別造ムi姶 1司 $ トリメチ島7ミ〉 12 *鋭化1<諸; 17 
念硫化水ぷ 5 * 7;1fニY 15 
( 3 )先Mf.tH品製造工場 1市 S トリメチ品7ミン 7 本メチ島メ品力7・1， 13 
( <1) ilh lUi ，f<f，t約品製造工場 .f!，1 * f{，t化水系 10 * f{，tイヒメ1ル 8 
本n-古車両霊 9 ( <1 )し尿処理場 J身 * メf島メ品力7・9ン 8 
( 5 )でんぷん製造工地 η $ トリメチ品7ミ〉 日
$ トリメHi'ミン 6 
( 6 )湖町食H品製造工総 I鼻 * 7ンモニ7 6 p，l * 7:;fニY 1 
( 8 )コーヒー製iS.工場 jl 傘メチ且メ品力79シ 7 念鋭化1<泌 6 * ーをイヒ水A 3 $ メf晶メ品b7・1') 6 
f苛 * ，.fI"メ島古吋 9ン 5 ( 5 )火事cm 1事 $ 敏化JH 8 
g トリメHnン 7 
(1'1)クリーニング広 .~;1: 工犠 tk 予トj?DDIHi 14 
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物質濃度と~気指数の関係4. -2 -6 
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8 I女14解析結以および考察2 4・2-6 












浪皮測定物慣の!剥fl;'釈{日~と臭気指数の filHð5t町村Ii!~}< 4 -10 
rt車j ，ま排出口、 rJl;tJI立環tQ.(Jl'{l色IQ派)を，示す。
回帰式
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y = 5 . 561 og x +!l. 50 
y = 3.851 og x + 12. 0 
y =7.97 ogx.. 8.46 
y = 1. 07og x' 3. 3 
y = 3.30 1 ogx + 11. 4 
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( 10) の阿弘1式の傾きが破線の何iさ20) 18)、、
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I宝に対応する央λ指数の (lfi を明らかにして お く必~がある。そこで本Jfiで は、 環境
(敷地境界)における測定データを用いて、央気指数と只気強度の関係について['dl
的分好を仔い、 Iゐ~X の関連性や兵捕による特性の追いなどについて検討した。実際
の解析では、環境(敷地境界 ) において、央気指数 、 只丸強度 ともに ~IIJ 定が行わ れ
ているデータをtlilし、データ 数が10以 トー.である業献について回帰分析を行った。
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o 10 20 30 40 
臭気指数










イi必;JdV;5 %で阿川がイ11まであったものの結以を哀したのが ~1 4 -9である。ま
た、災 4-11にはそれぞれの向'M式と[11M式から外出した央気強度2.5、3.0、3.5に
対応する央気指紋を il~ す。回帰がれ Jむで あ った業前は 30栴頬であったが、図 4 -9 






1!1M式の傾きが;!!+，n によって異なっており 、 このことは各業科:から発 ~L する臭試の
特性を反映していると貯えられる。
そごで、凶 4 10(-'1'すように、 [01似式の傾きの人きさの頓に英坦を並べかえて
みると、全体的に化学J:場やその他の製造 E場は傾きが大きく、 rl'i1m g:J.;走、飼料 ・
肥料製造工場および食料品製造J:協は傾き が小さくなってい る。このように、何州




l'Xl 4 9の[oj'Jla前線をすべてまとめて示したのが依:J4ー 11であるが、ある臭気強
反に対応する央気指紋はかなりの範凶にわたって分布しており、ぷ 4-11によると、
~気強度2 . 5(こ対氏、する央気指紋は 10 . 4から 2 1.7、!込気強度3.0では15.2から29.1、
臭気強j主3.5では 17.5から36.5となっている。環境庁 8)においても失礼舟数(臭気浪
0 
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央公WH投
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10 )調Jt食料&1，製造 t:場(n26) 
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19)その他のパルプ・ 紙工場(n13) 
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17) I~'((銅製造工溺(n 11) 
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害3↓ ー -r --・句~，._.._-: 当3
ミー ←ーー 蝿〆苧 ーベーー ; ロ
設2十-tJdw---f---lW
25) t毒物工場(0-19) 26) 廃余物/~終処分以(n'28)
コ宇・..・ p・.-，..・
27)ごみt高級以(n29) 
15 )石油{ヒヅ 1J必(n69) 
3 コT--，..--r-， 
3可r--・ー ，ー "・・・ r --・・.
-・ 4 
4+・・ー トーー・.-・ 弓刊号 LJ〆~ !-1.-'ー
-: 。。 10 20 30 <¥0 
臭気lti1&
!?宏子・:事芸3zh ↑ f • -・，2 骨量 _L____' 画 l_ーー骨』. ， ， . ， 
• r-ー .ー.r .ー ，ー .. . -. r'・ーー ，ー














28)下水処理総(n-65) 29)し以処舟場(n・30) 30) クリーニング応.~泌1.1'場(n 20) 
:>T・・ ，..----，...----. 3 -ー--，..----，..----，.._.・， ヨ .  . ' 
‘ 4 . 
-. ・ーー』ー・圃- .......... - I - _，ーー .. 






以14-9 (その 3) 
24) 非鉄金kJí製冶l:~(n 26) 
度)と央気強度の対応関係について検討し、央気強度2.5、3.0、3.5のそれぞれに対
応する央 ~1指数として 10、 14 、 18を示しているが、これらは 24H!l'iのt見場央公をザi
釈しながら臭丸強位と只試指数の関係を求め、その紡~をボ均したものであり I & )、
限られたぷ料に }I~ づく艇である。また、忠良防止法の c~Jfによって新たに導入セれ
ることになった官能品験法による規制法札価は、央~Î.iJ!主l宣2.5、3.0、3.5に対応する
央礼折数として衣4-3に不すようにムiごめられることになっているが、)，4~Ij (1(1の設






<1+・・・ートー--~ - -/ト -; 
s ，・r----r----' 
。!10 
o 10 20 30 40 0 
臭気指数
f~14-9 (その 2) 
-64 -




}{4 -11 ~~~t指主主と弘~ï強度の伺均分析結災 !田市民c業 ~食料品事~ì1í ' [場 圏 その他の創立H糊三:1剣斜 ・犯科製造_L織し化ツ:1:場 サービス来・その他
・ー・
司r---ーー---ー:'J:..:...二--一二--
回帰式 ド記の ~Ã強度に対応、する 19)その他のパルプ・ 紙工場
J< F中 相関係数 データ数 央A指数 5 )治<:.食料品創造工場(y: 央~\強l立，X: 災Ät旨紋) 2.5 3.0 3.5 
12 )化ワ肥料製造工場
1. lilÎl l~~! 25)鋳物工場
( 2 )繁'ド吸 y =0.0674 x + 1.伽 0.306 42 21.7 29.1 36.5 4) ~合肥料創造工場
2 飼料 .JlEH別泡工品』 16 )伶料・ 印刷インキ鎖造工場
( 1 )f".腸伶処.Pfl局 y =0.0748x + 1.72 0.412 96 10.4 17.1 23.8 剖)非鉄金属製造工綴
( 2 )獄'，.1処苅).IM y=0.114x+1.01 0.449 90 13.1 17.5 21.8 
( 6)複合肥.!'1悦治:1'.u，j y=0.164x+0.312 0.61¥4 20 13.3 16.4 19.4 却)し尿処J!I!窃
30)クリーーングh'i.洗総工場
3.食料品別治工i婦 27)ごみ焼却場
( 1 )部局:食料品別造工島由 y=0.211x-0.529 0.489 22 14.'¥ 16.7 19.1 
( 2 )Jl<fIt t科612制治エi晶 y =0.107 x +0.836 0.444 40 15.6 20.2 24.9 7 )発併食斜仏製造工窃
( 3 )ヲMJttれ占1，'1.iQ工樋 y =0.123x +0.341 0.584 14 17.6 21.6 25.7 14 )プラスチック工綴
( .1 )池Illi>~長会W，~'Nilエ地 y =0.0603x + 1.56 0.490 38 15.6 23.9 32.2 17 )緩?i剤創造工場
( 5 )でんぷん製造工単 y =0.0836x + 1.42 0.549 15 12.9 18.9 24.9 
( 6 )浦河.食料品製.i2iI:l蛤 .Y =0.110x +0.805 0.468 26 15.4 20.0 24. S 21 )検装工場




I}. ft'? L:1irl 
( 1 )化γ肥料制;;J.1:出 y =0.196x +0.0192 0.628 17 12.7 15.2 17.8 26)泌1食物必終処分場
( 3)発言子工場 y =0.0922x + 1.16 0.448 28 14.5 20.0 25.4 10)必.PP.食料品創造仁場
( 4 )プラスチックJ:地 y =0.121 x +0.656 0.455 31 15.2 19.4 23.5 
(8)石油化学工単 y =0.0766x + 1.45 0.364 69 13.7 20.2 26.8 
18 )アスフ 7ルト創造工場
( 10)常料 ・印刷インキ別治工場 y =0.163x +0.0849 0.572 15 14.8 17.9 21. 0 6 )水死食科.Io創造工場
( 12)銀将刑事tia:L渇 y =0.117x + 1.02 0.686 1 12.6 16.9 21.2 28)下水処理場
(14)アスフアルト製j(f:t:.Ltj y =0.110x +0.645 0.481 19 16.9 21.4 26.0 
( 16 )その他のパルプ ・ 紙J:.t.~ y =0.354x -2.69 0.741 13 14.7 16.1 17.5 13 )発俳工場
9)でんぷん製造工弱
5. その他の~.ì:l[地 22)祭主.1:.( i製品創造工場
( 1 )緩維工均 y =0.115x +0.324 0.603 36 18.9 23.3 27.6 
( 5 )冷淡エ渇 y =0.117x +0.'l51 0.498 75 17.5 21.8 26.1 
15 )石油化学工場
( 8 )策定 ・土li製品別治..r.w y =0.0827x + 1.58 0.749 15 11. 1 17.2 23.2 2 ) ;((~lij1't処理場
( 9 )駁鉄L鎚 y =0.0747x + 1.19 0.662 17 17.5 24.2 30.9 23)製鉄工場
( 10)非鉄金泌軍司i!Ir.1鎗 y =0.157x -0.323 0.549 26 18.0 21. 2 24.4 
(11 )鋳物工均 y =0.166x -0.0931 0.464 19 15.6 18.6 21.6 11)コーヒー製造工場
1 )必牛業
6.サービス ヱ・ その他 8 ) hh~日系食斜品製造工場
( 1 )皮棄物沿終処分.I，Ij y=0.112x+0.662 0.514 28 16.'¥ 20.9 25.3 
( 2 )ごみ焼却地 y =0.127 x + 0.0844 0.348 29 19.0 23.0 26.9 。 0.1 0.2 0.3 0.4 
( 3)ト水処疎地 y =0.103x +0.304 0.313 65 2¥.3 26.2 31. 0 回州式の傾主
( -1)し尿処理渇 y =0.133λ+0.0659 0.411 30 18.3 22.1 25.8 





②採取時の夫段、 P7惜の tfJm、被告範囲、技1"1;(lt帰依がすべて ~uJ 'であるか、全部
に記入がなくても記入しているものについてはlcij ・であること。
③t:記①②を満たし、かつデータが辿続して記入されているもの。







ついて不す。これをみると、 50%値は央気強度 lから 3にかけてU在するが、太郎
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f;xJ t1 1 全業純についての央会L指数と只気強度の川抑直線
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l. r.i斤;農業
(l) !l:除決(n~I11)
( 2) 袋小策(n~ 22) 
(3 )養:m~(n ' 75) 
2.飼料 ・肥料製造工泌
( 1 )魚紛伶処.I!I!~(n '117) 
( 2 )獣ft処照射(n 槌)
(3) m糞~燥 E泌(n 1 17) 
( 6 )似合肥斜創造工お(n1 11) 
( 7 )配合飼科室l造I泌(n‘18)
3.食斜品t:l冶I制
( 1 ) f.5~食料品創造工泌(n 29) 
( 2 ) 4<i1E食料品箆l逃 亡泌(n 22) 
(3 )発俳食料品製迂tL~(n 21) 
( 4 ) I1IJs行系食料品製J1t[掛(n 11) 
( 5 )でんぷん慰淫11.:掛(n 21) 
( 6 )刻凍食料品箆1J1tr泌(n 幻)
4. fヒγnぬ
( 4 )プラスチ 1ク[;J(n 38) 
( 6 )再生ゴム1:場(n=18) 
( 7 )ゴム工泌(n 20) 
( 8)石油化学1:泌(n 25) 
(9 )仙脈加工製品創造工泌(n 26) 
(10 )続料・印刷インキ創造工泌(n 17) 
( 11)民主81¥fJ.農業製治仁泌(n 24) 
(12) t奇心1ilJ創造工泌(n 1) 
(13 )コークス創造 仁泌(n 14) 
( 14)アスフ 7ルト慰逃了泌(n 25) 
(15)クラフトパルプ工お(n 11) 
(16 )その他のパルプ ・紙_r~(n 13) 
5.その他の懲lJ1tTω
( 1 )線総1:泌(n 66) 
( 3) i紙加工品製lJ1tC~(n 12) 
(4 )印刷「泌(n 35) 
(5 )主食後了場(n 82) 
( 6)たばこ製造T泌(n 28) 
( 8 )縦波・上石室ltlf!l池工泌(n 18) 
(10 )非鉄金属製造工お(n 10) 
(11 )鈍物工泌(n 24) 
(13 ) 紛送JJl~~~具製迂n:掛(n 26) 
(14 )その他の尊重械製造E泌(n 10) 
(15 )その他の金属製品製造工総(n 17) 
6. サービス~.その他
( 1 )廃棄物最終処分泌(n 12) 
( 2 )ごみ焼却場(n 11) 
( 3 )下水処湾初(n 幻)
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( 2 )袋小業(n15) 
( 3 ) 養:m~(n 37) 








( 3 ) :m糞~t量工掛(n ，15) 
( 7 ) 1¥!{7ft.]斜製造工場(n15) 
5.その他の創造T泌
( I )術庁食料品創造工場(n幻)
( 2 )水応食料品!liti工総(n20) 
( 3 )究併食料品!l造工場(n1<1) 
( 5 )でんぷん慰造工綴(n13) 
( 6 ) ;:I.P11食科品製造工泌(n18) 
( -1)プラスチ y ク..r~(n 22) 
6.サービスl!'その他
(8 )ィII1b化学 E泌(n16) 
( 9 ) i1hnR~1 1二割品製iti[紛(n12) 
( 1) [朱処i'rl， 'O:l!!創造ζ樹(n14) 
(14 )アスフ 7ルト軍司造工副知 12)
( 16)その他のパルプ・ 紙工場(n11) 
( 1 )繊維正樹(n49) 
(4 )印刷工泌(n26) 
(5 )塗装 [~(n 56) 
( 6 )たばこ!!jt[工泌(n13) 
( 1)鈍物工掛(n13) 
(13 ) 紛送JIJ峨I3llS只~!I遺骨E場(n 17) 
( 3) F4<処康樹(n19) 





















4. 2 9 まとめ
本節では、!日i~之助 JL法に基づく従来の物質濃度規制jの問題点を把指し、官能規制













3) t制品釈{日数 l~人物質の浪伎と試料臭気の災対指数 の |見係について向帰分析を行
った料以、 [ril焔が(ij怠であったものは非常に少なく、物質濃度調1)定値と官能試験
による失礼指数測定結果とは一義的には対応しな ~\o この郎同としては 、 様々な





指紋による :I!.\~ の評価 ・ 規制を行う際には、このような業報による特性の違いを
考慮することが不可欠である。













うえで規制A準値を設定する必要のある ι とが I~j らかになった。
第 3節 アンケート調査に基づく央気のお作ド1: に対する :j~~f 関子の把 j住
4・ 3 1 iI三解析の概笠
:l!t ~公日の広大の特徴は、それが人 1111 の感1'.1:としての不快感に起凶するという点
にある。したがって、発生源におけるf忠良の排出状況や拡倣・伝帰過粍を把躍する
とともに、思央が住民に達し、苦悩として発現するまでのメカニズムおよび影併附






に、臭気問題は{J民生活に密接に係わってきており、従米の r1M . 'J. ，'!，k紘;:T! の~~~
対策に )10 えて、都市 ・ 生活型の~九への取りキHみが必世とされてきている。このよ
うな状況に対処するためには、様々な夫九が {I:l~ にどのように受け止められ、;!;.t，lJI 
として発現するのか、すなわち :R~ 只白川の先 ~I=.制定i を抱似することが不可欠である。
そこで本節では、苦情の発現に大きく関与lすると苛えられる央気の認容性に?t[1し、
1:記のアンケート調査データを用いて、生.活見境 [tJ の Nl 々の只 ~1 にふI する住民の知
党特性や民主Lの曝詰条件などについて検討し、:眠~の怯;与感と認容レベルに係わる
影響因子の把躍を行った。
4 -3 -2 環境モニター ・アンケート制官について
環境モニターとは、環境問題に対するいl氏の必飢 ・ ~明などを杷保し、環境行政
の参与に資する目的で昭和49年度に創設された制j主であり、 Jk{C、全i五!で1500人を












「においの強さ」、 「気になる程度」、 「気になる頻度」、 「継続H寺問(どのくら










く必要がある 20)。本解析では、 「継続時間」について、 r 1 .一日中J と r2 .数
時間」、 r 3 .数十分間」と r4.数分間」をそれぞれ 一つのカテゴリーにまとめ、
また、 「においを無くす希望」について、 r 3 .いつもにおってもよいJのカテゴ
リーのデータ数がほとんどのにおいの楠煩で極端に少なかったため、 r 2 .少しは
におってもよい」と合わせて一つのカテゴリーとして解析した。





















































































「気になる程度」、 「試になる頻度」および P緋校時1mJ が「設慢できる程度」に
人きく寄りしており、においが「非常に気になる J 、頻度が「よくある」、継続時
H¥Jが「数時1m'" -EJ qJ Jおよび「政分IIj'"政 l'分lilJの場介に技慢できなくなる万
[rl]に作用することになる。
ここでは、特に各アイテムのレンジに叩けして行採を行った。似14-14には、併







小さくなっている。一方、 10)下水のマンホール、 12)パキ斗ームカ一、 13)公恕
トイレおよび15) 下水 ・し尿処理場については、いずれも「況になる将位Jに続い
て「継続時間Jおよび「においの強さ」の可勺lが人きくなっており、下水 ・しlぷ!込
の特件が衣れているとも考えられる。従兄〈の:J助 ・tJi~位以引の央公先生加である 14) 
科料製造に場および16)義午 ./A豚 ・従到来。については、 「3えになるf't'1主」に続い
て「丸になる頻度」および「継航時間」の市 ljoか人きくなっているが、ほとんどぷ
はな L¥ 0 これに対して、 2)近所のゴミ桃き火や 4)飲食Ir!iからのにおい、 6)ゴ






































るカテゴリー ・ ウェイ ト の範囲のことであり、 {rl~ 相関係数は、 0 から 1 までの値を
とる掠札{じ主れた係数である。相関比は、手今Yイテムの{両trl関係数の 2乗の合計で
あり、 0から 1までの偵をとる。なお、故祉(じ 日茸iは、説明変数の影響 (アイテム
-76 
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1 )自動車のtJ~ガス 2 )近所のゴミ続き央
4 
ー ーー ・ー..... .. .. 
10)下水の7 ンホール 11)ビル汚水柵{ピルピ yト}
入2 . -~・ーー . ー-ー・. _ー.，・-- 4守、
援磁勿務話器
._. ー ーー......ー・ 4司 3 
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強さ 段，fl M度 事者間 希明 強さ 震度 頻度 時間 希有向 ム
7イテム 7イテム
0IVLWL" .W1開制 V///LI"/./.i V/.四月明四回目~ 。
3 )側溝のにおい 4 )飲食給.からのにおい 音量さ 程度頻度時間 希笥 強さ !i度頻度 時間希有問
.ー-.ー アイテム アイテム
.- ・・ ・F ・ー
多
12)バキsームカ} 13)公泉トイレ
入2 -ーー ・ー ーー ーー ，ーー， 4 . 骨--~ - -
ム
両ー一・・ー ....... 3 
:). 
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7イチム 7イテム
曹「ー トー ーー・・ーー ーー ・ーー ーt 
11)各砥lIt造工場 ¥5)下11<-し録処環渇:、 2 ー ーーーー ・ーーー ーー ーーー ーー ・・・B 4〒 ・ー ・ ー ...内噌 - -----・ 4申ー
ム
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:). 
0-1肝仰坦桝畑町柳司昨.，哨抑午棺l 。wa抑ぷ財閥間制抑制問府間切抑停l . -"・..._..ー守 入2
鎗さ樹立頻度時間希l<< 量豊さ 程度 頻度 時間 希匁 ム
アイテム アイテム
O f=-.-l'"何回，~ 1'1'////'// :rA岬)'//1 "，m=-i 。
7) }I 水路 ・池のにおい 8)工事現場 ・鎗設現Ji 強さ 程度 頻度 的問希有直 強さ .!ilt 頻度時間希Ilt
アイテム アイテム
3 
16)祭牛・ 養豚ー 養創業 17)良業
t入ムh 2 - 4 .. 
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。|制問問問問グA 四回開柄欄砂防問問1 入2 ・・ー・・・ ・; 九 2
ム1 一 級協調・・・ー 一一一ー ー ・ー ，
ム強さ.s:IJI'頻度時間希l(! 強さ 程度 頻度 時間希有開
アイテム 7イテム
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9 )電棋やパスの中 アイテム 強さ程度 鎖度時間希鑓 強さ程度頻度時間栃盟
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宣量さ 脱皮 M度 時間希『置
7イテム
















1 )夫九の認容性(r説慢できる粍度J )には、 「気になる緯度」に続いて「気に
なる頻度」や「継続時間」といった臭気の時間的曝銘条件が大きく影響しており、
「においを無くす希望Jは令般的に寄与が小さい。




















































exp {ー(a x) "} + - ( 4 -2 ) 
測定方法の迫いは、環境(敷地境界)における央気指訟が低く、 ご点比較式央袋法
の測定限界(央気指政10)付近が問題になる ζ とが多いという点に起凶する Z.1 )が、
測定データを一律に肢うことができるようにするためにも山苦が必要である。また、














決定されたz、) Z 川ものであり、理論的被拠は tiff しな~， 0 また、勺時の回帰分析に
よってn.:Bする β法とは異なり、 f見イ正は、
Y = 10 I og{M x 10 (リー 0 ・ '.8J/(rl ~ rOJ}
Y : !j1 九m~j(














止したものとはいえず 、 さらに持組な検，;.f を行ったうえで改良を加える必~がある
と与えられる。そこで本車では、従来の忠!込oi'l{lh . JQ f~'ll }J 訟の|問題点を担制し、 ;~l
只 ii;"M に対応した官能規制導入に向けての改 ik 加を f~} るために村々の検討を行い、
以ドの知見を得た。
という式によって、 l~( 線近似に基づいて央気指数を n 出するようになっているため、
半均 IE解中を0.58と設定する必然性はな t¥o 何回ら Z8】は、さらに岐力分布を考慮し
て ~m (敷地境界)における測定方法について検討し、 ( 4 -3 )式は、良気の希
釈{行数と壬 Jji 比牧式央袋法の庄解ネとの関係を~すものとはみなしがたいとしてい




























































2 )都市・ 生活型の央気先生甑については、 「 試になる f~JtX Jが央試の認容性に大
きく影智 している。
3 )現犯の;民民防止法では、央況のH年11(1< J 8誕諸条件がほ とんど巧胤されていない己





1 )現在のパネル人数の決定およびバ手ル選定方法は、 HH処が峨 lはであり、妥‘~ítl 
には疑問jがある。








5 )排出1:1における測定では、向・垢語、u日放で各パネルに 2'" 3 [i.~ 繰り返して判;4:
を行わせ、そのいずれにも適'11した場介を「正解」とする刀法が、測定結以の142
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付表ー 3 r側溝のにおい」のl散説化 I訊による解折結思
アイ手ム カ手τ1むー 明 l喝明崎γ・9政
IfJ'V"'11' レンジ 喝り句偽政{、f衣 r E]JI}J '110) tJF -jiス」の放日化日類によゐ解析結果
L三割、・g;.!














4・おい亭:餌〈したいで』か I.~ 曳，: "ベ占た
{においを鱒<.，情~) 2少し It~: li勺てもよい
いつもにれってもよい
どの<:" ~ ‘n噌Z豊草1"b> I.n唱で~なリ






















.0.791 1.520 0.300 
0.302 
O. 72~ 


































においを縄〈したいですか し開棋にすべきだ ‘69 




















































































lj'J" ， "?1作レンジ ローロ民~償付表一 2 r近所のゴミ焼き良」の数民化 I類による解析結w














にih、を世間〈しPいt寸か 1. ，.~::"t ベ!:' 21>.1 
tにお、、H!I<"宵遺) 2.少しe;:::JI"てむよい 3t5 
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3.14， り宅互にならない? 。 ，
???
????
? 1.153 1.6060.263 
・0.407
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4.戎まってH な.、 280 






においを鯛〈したいですか し郷里にすべきだ 155 
{においを筒〈す埼箆1 2.似しはにおってもよ、、 28'1 
いつもにお勺てむよ・‘
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{寸'}.<-5 r近所のペット央」の欽間化I矧による解析結果 付1<-7 r I11 ・水路・池のにおい」の数民{じ II~による僻好結県














L.":l1いを釦〈レ'_いてす fJ. I.III~.にすべ君主主 2'n 
(~= th、H'l~ .t暗主) 2.少し11ft打叩てもよい 266 
いつもkおってもよ..
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1.006 1.301 0.198 
0.423 
0.295 









-0.873 1.045 0.155 
0.099 
0.172 






















.0.223 0.451 0.08ti 
0.228 
におい聖祭<t..たいてiか 1.曾棋にすべきと 318 
{に主:;'¥を祭〈す南5置) 2.少しはにおヨても~:.\ 2∞ 
いウtにお『てもよい
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O.I~ I.oa 0.lt4 
o.m 
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61 0.707 1.080 0.212 
156 -0.516 
幻1 0.373 
ω-0.280 0.450 0.092 
180 ・0.197
308 0.170 

















{寸お 8 r工恥現地.~主故現場」の数民{じ II 類によゐ解析れ1;!.f 付京一 6 rゴミ集積所 ・収集市」の数Iit化1類による解析結果














::11、、世湾〈したいですt;，. 1. *重県に.tベ lきと 4ZS 





~"'ll 現 1<lJ智鎗tn-，-.'):!‘ むンジ 蝿 ~l /l(~県段 -ーHら守電t~='?-"1fトレシジ完娼司~"，銭
t'・IB 明 1~質経
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0.912 1.542 0.239 
0.253 
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.0.ω& 0.226 0.056 
0.13~ 
においを箆〈し之、、で寸か 1.田曹にすべ元::_ 161 








































































1.221 I.H9 0.128 
0.278 
0∞b 
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パネル(~臭覚を用いて臭気の有無を判定する者をいう。以ト同じ。)には、 1 の }，~iV， 央





計3・7・・"札 〉ンジ !)I，言明快a: tテ:"';-"):'¥' ;'ンジ 混字書 ~(Aa
















0.232 2.091 1.448 
0.643 
0.012 













10 1. 0 
10 1. & 
10 - 5 • 。
10-4 














































2.1'・1~: ifJ t 
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紙」という。) 5枚を l組として、任意の 2枚のにおい紙を先端約 1cmまで品派央池
( 1 種類)に浸し、残りの 3 枚を同織に 1A~央の流動パラフィンに沿す。
( 2 )この 5枚1組のにおい紙を被験者(18蹴以上の省に限る。)に渡し、そのIjlからl県
党を用いて基準央械によりにおいを付けた 2枚のにおい紙を浜ばせる。
( 3) 5種頬の搭準央液について(1 )及び(2 )の手Jlnを行い、そのすべてについてI卜
しく向答した者を正常な映覚を有するものと認めるものとする。



















































































ア 第 2の 1の(1 )のアに同げる装置による場合は、あらかじめ1.3kPa以 Fになるま
でに減[f_した試料探取容器のコックを聞き、 6秒以十30秒以内で日式料を採取するん法。
イ 第2の lの(1 )のイに掲げhる装目による場合は、試料採取川股引瓶を川いて、 6
秒以上30秒以内で試料採取袋の容量に相当4する封を保取するん訟。
ウ 第2の 1の(1 )のウXはエに指げる装杭による場合は、 6秒以，-30砂以内で10Lf'l¥
度の試料を採取する方法。
( 2 )排出n試料
















































Y = 101 og {M x 10 
(r I O. 5 S l / (r 1-r 0 l } 












イ 各パネルについて算出した X i のうち最大の他と~小の値をそれぞれ・つずつ除き、
当該除かれた値以外の値を加算して得た怖をパネルの人数から 2を減じた似で除す。
ウ 次の式により算出する。
Y = 1010gX 
この式において、 Yは臭気指数、 Xは十記イにより算Il¥された舶を表すものとする。
ー 101-
第三 5 心? Jl:1f.: .5込 σコti民主、よ I'r'.) .~、 r~ イ1 1I ï - λJ;，I， WIJ 0コヌこ&勺 Uコ


























































































































t~ t1~':ït I f吋認可tf，:it I体位支配| 内民主犯




































[:<15 2 ヒトの頭部の断固凶と映党を司る神経の分布領域 I7) 









でこの名がある21) 2 2 )。点 5-1にmすように、 1叉神経は知覚性と運動性の両方




「ひりひりする (irritation)J、 「くすぐったい (tickle)J、 「焦げるような
(burn) J、 「刺すような (sting) J、 「痛い (pain)Jなどと表現され、有毒・
有出物質の検知、自己防衛本能である反射行動27)28)(呼吸停止、粘液の分泌など)

































体"の知覚強度の変化も精神物理学関数に適合することを tJ~ している。 Cain 381 は、
同じく n-butylalcoholを用いて、 “におL、"と“刺激"の反応時間(~及人を開始し
てからにおいを感じるまでの時間)を測定し、濃度によらず“におい"の反応時間i



















Smi th ら~01は、 三又1:[1経の片側をJR傷した被験J昔、 I喪神経系の片側を損傷した被
験布、およびコカインによって岐十皮あるいは映仁皮以外の鼻腔内粘膜を麻酔した
被験有を問いて、 amylacetate (バナナ織央気)に対する脳波(0 E R : odorant 
evoked response)を測定し、 OERが晩神経の応答ではなく、 三叉神経の応答に由
来するものであることを報告した。また、 KobalとHumme141)も、三叉神経と映神経
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5 - 2 -4 暁神経系と三叉神経の相互作用
従来、 “におい"の感党のみをもっ物質として考えられていたものが、 l県党脱失
















S Z 1。このような観点から、彼らはさらに反応時Ulln.H'についても検討し、柑 Ii. 11: 





日良神経系と 三 文神経の伺 Cl.作月!に関する t~ 1 恥部分での tl :.fljJ学的な検討はほとんど




Walsh ~q は、 carbon dioxideの泌度がlfJ1くなるほど映球インパルスが減少すると述
べており、日央神経系の中継部分が“刺激"の感.~'J:と|則辿している o}能性はト分与え
られる。一方、 Stoneら5o) -;， ~ 1は、ウサギをHlいて 三文神粁の"i'_;符を神経節で遮断
したときの映球の活動を測定し、 宅J(宇Jfl絞と R央神経系のIUには(oJらかの栂EL制型機
能がι在するとの似説を提案している。






































2 !) 10 20 :>0 100 2 0 
C白~CENTRATぬN (mo/l) 
~J 5 -4 正常な被験再(1-段)と うX神経のg.側を
4tHおした被験者(ト段)の知党強度の変化H )





りも附応が起こり」やすく、 I良感党に対して 士三文相1純が人きく l形習していることを示
した。
Caine' Murphy5けは、 n-amylbutyrate (果実機央丸)とcarbondioxide (刺激性
央気)の級々な濃度の組合せについて、それらを迎合して惜敗者に与えた場合と各
物質を別々の鼻Jしから与えた場合の“におい (odor)"、 “刺激 (irritation)" 
および“全体 (overall)"の知党強度を測定した。その結来、 n.amylbutyrateの
濃度が山くなるにつれて“刺激"の強度が小さくなり、逆にcarbondioxideの濃度




5 -2 -5 三X神経における受特機階













ついてはほとんど考慮されていな~， 0 また宍田 &21は、文献的な検索によって、 「刺
激 ~lJ r q)j股刺激性」の記.cl:.を有する41極の物質を選び、極々の物理化学的パラ
メ・タとの凶辿悦について検cdした私以、それらの物質には蒸気圧の高いものが多





~I~、ハロゲン、 lx械 -(-モーメントなどが化学物質の 'X神経刺激性に影科しており


















自己Ilu比、 (selfadaptation)と相瓦順応 (crossadaptation)の予法(本fp，節 3節
参照)によって、ラットのγ叉神経興信過陪における化学物質の;種別能力 71 Iについ





できな l， 0 しかし、酢伝とアンモニアで“1司激"の感覚(穐頬)が興なることが経
験的に明らかであるように、岐神経のような鋭敏な純別協 )Jを持たないにしろ、 三
叉神経は“刺激"の性質によ ってfじこF物買を民殺する陵地を備えているとJ7えるこ
とは可能であろよ ~ 8 I事91。
5 -2 -6 まとめ
アメ jカ政府労働衛生専門口会誌 (AC G 1 H : American Conference of Gov-
ernmental lndustrial Hygienists)によ って公長される TL V (Threshold Limit 
Values)は、世界でliも広範に利則されている作業環境"，許容浪l!lであるが、その
6剖以上は淘l激性物質、すなわち三叉おt続車lJi敵性の物質であるといわれている口¥






て知党している物質についても、その感覚の発現に _:X~'ll終における応符が ~f lj-し
ていることが証明された 49 )。さらに、イじγ物質の暇人lご対する比射(J{Jなl呼吸仲1:、
粘摘の分泌や鼻孔の開放性の調節、また、 IJ腔においても時液の制凶変{むを似介す
るなど、映党および日よ党においてもよrL~ な役:刊を架たすことが rYJ らかとなってさた
6 6 ) 。
このような状況において、映党、昧党、 一般化学感覚などの H1D: の l?j~r をできる
だけ排除して、映神経系と 三叉神経の特性を把握するには、暁党m~ヂ古をHlいた検





Cain3S)やCainとMurphy'けなどの精神物理学的研究は、 “にお L 、"と“ ~(lJi政"の
知党特性をとらえ、本1J11作問の1I{fをEljらかにするなど、人間の女If~'t (.-直結したイf
用なデータを提供してくれるが、その検dに際し、次の点に注怠する必笠があると
考えられる。まず、 “lf'Ji敵"に対してHH、られる表現56であるが、 5 2 2で挙
げたものに加えて、 一般的に、 「冷たい (cool)J、 「温かし、 ( ~arm) Jなどが位
113・
則されている 6~，。し かし、 -般的なにおい物質においては“~~n殿"の程度はわずか
であり、被験{r'が説.fQ~{i のぷ昧を J1:儲;にとらえ、正しく判断できているかどうかは





る。挽訂すれば、 “-': {.ふ"としての知覚強度の判定に、 “におL、"と“刺激"の質
的性状の万~ V~ に起悶ずる不安定要議が影特するということであり、特に“におい"
と“刺激"のまn 党強伎が杭抗する場合には H:怠する必~があると考えられる。
Keverneら，(0 】は、{じ ，.'1: 感 :~t に関する研究において -= x神経を次のように{世間づけ
ている。






三叉 ~111粁は、暁党および 11よ'吐との相 11 作 JH によって初めて機能するものであり、最
終的にはこれら化学感覚の包括的な研究がその本質を明らかにすると者えられる。
第 3節 目史感覚における順応現象 16) 













5 -3 -2 悶応と悩れ
「順応」と呼ばれる感覚効取は、しばしば「削れ (habituation)Jの叫設とHir~JJ 











ど頻繁に訪れる刷所のにおい、また漁村の f.~， のにおいや牧場のほ 1~) のにおいなどに
ついても同級のことがいえるであろう。


























Cain8~1 は、 n propano 1 (C J)とn-pentanol(C )を1tlいて自己順応および相互
順応について検dを行い、順応によって濃度と女!I'r.t強度の関係をぷす粕神物理学関
数の的さが人きくなること、その傾きは順応~ ~~ (hl抑jにlj・えて順応させる臭気)
の淵j庄が『!?lいほど人きくなること、知党強度が[iJ等であれば、 C1， C 5ともに同程
j立の n じ~ J~自 I，t，i が ~i: ずること、および呼吸の凶数による lj~ ヂPは小さいことを明らかに
した。しかし、 C'j と C 弓で相互 Jij~応の粍度にぷがあるごと、すなわちて手強度であっ
ても C1に町1応させた後の C~，の知覚強度に比べて C ，に附応させた後の C3の知覚強
伎の低ドのJjが大きいことも示している ([;:(15-6)。これとIriJ掠の傾向は、他の
物質における州 l[順応についても報告されている a，) 8 】。
Slcinmctzらa8】は、 methylisobutyl ketoneを附いてカテゴ リー尺度による知覚
強位'の測定および聞がIの測定を行い、両測定によってばHb現象をItiJ係に扱うことが
可能であること、また順応、回復ともに高濃度で法く起こること、順応よりも回復
が述く起こることを示した。 Pryorら8'1は、 rd]じく methyl isobutyl ketoneを用い
て、 CainlSlの柑;!?と同級に高濃度臭気によって順応されるほど精神物理学関数の傾
きが人きくなることを爪した。またCain~O) は、 -定濃度のIllCirei ~ ~{に対する知覚強
70ト唱、.ADA.Pτ(0
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lime(川n)of olfactory adaptation and recovery 
[求J5 -5 Hydrogen sulphideの雌誠における Jll口応と ~Jl 従事 1) 
116 -117・
σσσbβ兵心刀ー。





























しかし、 EngenとBosack96)によって見いだされた「促進 (facilitation)j の現
象は、相互順応を別問したにおいの分誠に関する研究に対し、人きな波紋を広げた。
彼らは、人間の新生児を対象としてf(jli.順応の検討を行っていたところ、 n-octyl
alcohol (C.)を順応央気とした地合に、 n-ethylalcohol (C z)およびnpropyl 
a 1 coho 1 (C l)に対する応答の感肢が上界することを発凡した。そこで、 Corbitと
Engen ~ 7) は、 þ~ 人を対象として脂肪依アルコールについて 向掠の検討を行った結民、
やはりn-heptylalcohol (C )のC3およびn-butylalcohol (C~) に対する促進
現象が認められたと報告している。このような結果に対して、彼らは暁粘膜におけ
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第4節 臭気の吸入時間と知覚強度の関係 I051 


































の判定に拭科の峨人目、日投入i主主および吸入時flなどが影響する 107) I 10)。したが
って、あらかじめιれらの影智凌をど恥し、 hl適な灸!牛で測定することが必要であ
り、さらに 51J21111や動的オルファクトメータ II : 1など、試Hの呈示万法によって
もこれらの条件が変化することから、各々のJj法において詳細!な検討を行わなけれ
ばならな L¥ 0 そこで本節では、吸入時間を変化させたときのにおい物質と刺激性物
質ー の“にお L、"および“刺激"の感覚の知党強度を~袋を H! いて ì1li1定し、各物質の
企1'~'t 特刊と、 : }，1，\比較式央袋 jよをはじめ、火袋を HI いて r~'・ fiE試験を行う際の留意点
について ・仔捺した。




とン、ジメチルアミンを用いた。各物質の性状をお5-2 11 J】 11 ~ )に示す。
2 )試験主
試験需は絶えず撚~i.して ??i に無央状態をßち、主治 18'"20・C、相対湿度60----70%
「保糾した。
3 )被験者




物質名 示性式 分子lit 削仙(ppm)I I ]) I I ~】$
一
酢隙エヲ・ル CH3COOCH2CH~ 88.10 0.87 
ギ 般 HCOOH 46.02 0.46 
酢 両立 CH3COOH 60.05 0.0060 
ブロピオン自主 c.H^COOH 74.08 0.0057 
アンモニア NH.l 17.03 1.5 
メチルアミン CH3NHz 31.06 0.035 
ジメチルアミン (CH3)2NH 45.08 0.033 
*ギ般は文献113)、 f也は文献114)による。
122 -









ニチュ ド推定法は、主示されたぷ料に対し、 1!時五l状態を Oとしてその強度に比例
するように数値をあてはめて回答するものであり、これにはkli司'I"l料 (modulus)が
うえられる場合とうえられない場合がある II 7 )。すなわち、J)Ij者はあらかじめ特定
の数航が指定された標準試料に対して、ぷ験試料の弛i1rtがその何倍か、あるいは作!
~J かということから試験試料の強度を包115 するものである。 ・jj、後省は次々とFi
不される一連の試験試料に対して、被験名の心理枇に比例した全くf，1EIlな故他を同






に液体ぷ料の適批を注入 して一定時IJ( 2 "'3 1与1)仰向し、 7ik{ふ試料と，[ι{噴f状fFZ
に近いと考えら れる高濃度飽和ガスを作成した。そして、この飽和ガスの適fJ¥;をツ
ラスチックシリンジで無臭空気(活件民MJlfi ~~ψ九)の人った 3L~袋には・入し、 i，Ä










ては “におL¥ "と “刺激"の両手?の知党iJf[I1.主を測定し介。 w験者は、まず被験者に
123 
5 -4 ~ 3 尖験結~および考察
マグニチニょード排正法によって得られたデータの分布は正焼型にはならず 12 2 )、
対数正規分布に近似するともいわれている 122 』 4 とから、4'W~金で は得られたヂー
タの幾何平均U((をとり、代衣{iuとした。以15- 9 および l~1 5 -1には、酢階エチル
の“におl、"および時九激件物'(l6物質の“におt， "、 “ ~lJ 激"の支[111:強度の肢人時
間による変化を 示す。凶 5- 9をみると、酢能エチルの “におl、"の知覚強度は{氏
浪j立では吸入E、fmとともにjf人事るが、高浪!立では逆に減少しており、 Overboschら







X神経性刺激の 'i~f 与が大きくなることが報告されている 3 叫が、 DJk人時間の.trIJ[Jに対
しても“刺激"の感覚がより土配的になるこ Fがぷされた。
以上は、吸入時間と知覚強度の関係についての結果であるが、 l火15 10および同
5 -12には、酢椴エチルの“γおL、"および刺激性物質 6物質の“におL円、 “刺
激"の知党強度の濃度による変化を示す。 [:;<15-10の酢駁エチルの結見をみると、
各吸入時間についてはほぼ山線的な傾向がみられるが、吸入時11が長くなるに)Jl，
て次第に傾きが小さくなっている。方、 IXJ5・ 12の刺激判物質の“刺激"の長1't  
強度の変化をみると、ほぼ山線的な傾向が必められる。このように、刺激性物質の
“刺激"の知l党強度については、吸入時間と知:!:t強度の関係(閃 5-11)および浪
j立と知覚強度の関係 (~15 - 12) の両者においでほぼ回線的な傾向がみられる 《 そ
こで、刺激性の感't'J:の発現に際して、物質の受持泊料に )I~ づいた感覚的特有1: が 1倣人




















テスト央丸 標準~~1. (マグニチ斗ード 10)
? ? 量生，.エチル・におい.
空ぞま二司
開:隙エチル “におい" ーーーーーーーーー 酢般エチル 60ppm 
ギ 酸
“におL、" ーー..- ~ -- 酢「 醗 15ppm 
酢 酸
“東IJ 激" ーーーーーーーーー ギ 酸 30ppm 
ブロピオン鮫
アンモニア
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組 1 ~.，. 
理!I .^ L --~_'包Jto:山τ- 一 一一 -























10 1∞ 10 3∞ 10 1曲

























l∞ 告物質についてベキ関数y= a x bへ知覚強度の関係を;1-したのが凶5-13であり、








只袋を用いたむ能試験を行う際.点比較式央袋法をは じめ、本実験の結~~か ら 、
の仔jj怠点と しては以ドのようなことが巧・えられる。すなわち、吸入叫I!IJの変化に対
0.1 
1 10 1∞ ほお
政人IkrllJ(scc) x濃度 (ppm)
0.1 










































が 1r~ ~控であると Jザえられる。
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1 10 1∞ 1α加
政人H与fllI(scc) x濃度 (ppm)
0.1 










物質名 示性式 分子frl: l謝{点(ppm)1 14)
一一ー
1-]"タ)-J~ C4H90H 74.12 0.038 
n-7" チJVí')~デ t ド C3H7CHO 72 .10 0.00067 
n-酪酸 C3H7COOH 88.1 0.00019 
2-へ。ンタJi CH3COC3H7 86.13 0.028 
n-酪酸工チJ~ C3H7COOCzHs 116.16 0.000040 















































5 -4 -2の 2)と同様であった。
3 )被験者
































130 - ー 131-
Air 
Air 
①活性炭カラム ②託料提ヲ液 ③l!!温水閉 @減圧弁 ⑤スロットノレ


















わせて 4秒サイクルの呼吸、すなわち 2秒間鼻から股入し、 2秒間口から吐出する
動作を連続して行わせた。そして、呼吸が安定したところで、実験者はアラームの
開始の合間とともに試料ガスを装置から連続的に呈示し、 1呼吸目(2秒後)、 2












: F 1 D (水素炎イオン佑検出器) YANACO G-2800 
: ;jO 1)エチレンゲリトル20トI10% 60/80 
:ガラス 3mmφx 2 m 














5 -5 -3 データの平均化
本実験では、標準試料を用いないマグニチュード推定法によって女If党強位を測定
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実験結県および-}j'f~ 5 -4 5 
初加
3で述べた平均化の手法を適mして“におい"の知党強度の経時変化を???? ? 。。。。 30 25 10 15 20 
USUI (sec) 
5 却25 10 15 20 
時間(sec) 
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40 ~~， i1li J弘を保つのは 2呼版uおよび 3呼吸日までであり、についてみると、




泊25 10 15 20 
O.~ I:I) (scc) 








に+ー 1.2pplD-ー-32pID 2呼吸目において知党強j立を判断すおおよそ 90~ 1 05% となっていることから、と、 1呼吸1にltベて10%前後のjFを11¥すIJ能性のあ ることが明らかになっるI幼fTは、
? ? ?• • • ?
? ?
• • • ?
』
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E 
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40 さらにいくつかの報告例~ 7) 9 8 )もあるが、EngenとBosack9.)によってはいだされ、
初初
しかし伊Jlil021によると、今何のような臼己順応についての指摘はさ れていない。
30 25 10 15 20 
O.~ I:IJ (sec) 
5 


















































0.645 0.571 0.977 0.958 























実験方法5 -6 -2 
いて判断することが必要であると考えられる。特に三点比較式臭袋法では、試料吸
1 )対象物質オペレータが事具体的規定もないことから、入の操作が被験荷に委ねられており、





















5・ 5 2の5)と rij保であった。
6 )試料の~=!._ I}' 
tA科の作成と呈示Jj法は、 5-5 -2の 6)と [，a織であった。濃度は、各物質と
も(-2段階であり、酢般エチルは35ppmと130ppm、刺激性の 6物質については「“に
お L、"は感しるが“ ~llJ激"は感じない」レベル(低濃度レベル)と、 「“におい"
仁川l えて"~司!Ji敵"もわずかに!感じる」レベル (Il--1 濃度レベル)で、それぞれギ酸12
ppm、30ppm、開:階15ppm、40ppm、プロピオン椴20ppm、60ppm、アンモーア20ppm、
60ppm、メチルアミン12ppm、45ppm、ジメチルアミン20ppm、50ppmであった。また、










後、 1'(ちに試料ガスの!，'， ， r-; を停 l卜.し、被験非には無~空気に対してアラームに合わ






本実験で件られたデータのうち、 “におLげの知党強度に関しては、 5-5 -3 
と[d)棋にデータ全体について平均化を行った。ただし、各物質、各濃度で故値を揃
える技作はしていない。 一方、 “刺激"の知 ~'t強度の場合、時間の結過とともに知
党強度が増大し、しかも変動する傾向を示したので、各被験者の特性を加なわない
ように、時間一強度1綿の平均化の手法I2 6) I 2 7】を参考にして、各被験者ごとにデ
タの平均イじを行った。 1与IJー 強度関係についての研究は、 H求党測定の分野で広く
ー 138
行われてきたが、測定データの平均{じを行うことは，ド lJ欠であり、そのための掠々
な手法が開発されてきた 12‘112810 ;":W於の“刺激"の知1'3:弛i/Jrに関しては、 Liuと
トlacFiel27)の手法を参考にして、以ドの F阪によって符抗日実行ごとに平均化を行っ
た(図 5-16)。
①各データを矢1覚強度が谷 (I."n)になる H与Ii¥J(t凶in )で|ズ切る。、I~阿部分となっ
ている場合は、その向指で区切る。
②①で[ズ切った各々のピーク (l )の起人強度 (I...x)とその時IJ(t.."，)を求め
る。ピーク J:端が平坦部分となっている場合は、そのI可制で区切る。









5-6-4 ~よ験結果および 48・ 9長




おいては初期の段階で急激にr'J似し、 6--7分で完全な!pl従がみられ、 Ekmanら8 け













































































































































































-<・一一 後厳r.A -・暗・・ 被厳有B - .. 
アンモニア凶刺激. (2uppm) 
トZご 加し-，一山ト ー-!lar.c ギ織“刺激" (30ppm) 
筏険./'lA --;持ーー 波放l:Bー 士一 後験将C 渡島章J可C
l笈lO従lOぽlO
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iニブ 一 蹴れ -ー1:}--!lM.r s -ー
メチルアミン嶋刺激. (12p問)
[二 ごl!Ul"?fA -よ函 B一台 一則C
10 
I'it倣“刺激胸 ( 40p閃)
後蛾.r;A -・耳 ーー 被験再B一合一波厳:XC
骨宇民費“刺激. (15ppcn ) 































































被政.rA -司島・ 後政再s- ι 砂験再C市
ジメチルアミン ・刺激" (2OppII) 
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トー・ 彼験おA --i! -ー 後量産r.B一 合 一首長量産者C













































































5 -7 -2 実験方法
1 )対象物質
5 -5 -2の 1)と向慌に、 C3H7の飽和炭化水素鎖を含む物質を中心に、異な
-144 -




5 -4 -2の 2)と同様であった。
3 )被験者
5 -4 -2の 3)と同様の条件を満たし、映)Jに異常の認められない児子大学中
4名 (22-----27続)を用いた。
4 )感覚尺度構成
5 -5 -2の 4)と同様であった。
5 )実験装置
5 -5 -2の 5)と同4革であった。
6 )試料の宝示
5 -5 -2の 6)と同様であった。
7 )実験手順
本実験では、各物質について“におしい'の知党強肢を測定した。実験占は、 5-







報告を求めた。ここで、知覚強度の問答と記録の手JI~l は、 5 -6 -2の 7)と 1M)織
であった。以上の各J栄作を各物質ともに科人 2同ずつ行った。
5 -7 -3 実験結栄および考察




的に減少し、 4 ~8 分で順応が完了した後、一定値のまま推移するが、低濃度レベ






120，. -~酢・・ γ ・・ー -1・・・・幽・:ー"ーーー ー
1∞ t-・・・・ イー ー .. -. 
封印十.¥". 
頒 1¥
M 印十ヘ ー 。
























120，. -ーー・ー「・・・ー・・ 、ー ーー ーー -r----.
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I=a+b/cl ( 5 1) 
120 T -ー --. -. --. . . . . . . . . r・・・ー ーー .









a I=a-b/c(l-10) ( 5 -2 ) 
1 :知覚強度






，..ーーーー ーーーーーーーー ・ー剛-ー ・咽繍i一±二笠岡一寸ー 37ppa
に実験結果を回帰させた。ここで、順応過権を表す(5 -1 )式の a、a+bおよ
びcは、それぞれ順応完了後の定常的な女1党強度(欣15-19の順応過程における漸
近線)、 t= 0における知覚強度、および安1党強度の減点する速さを衣しており、
回復過程を表す(5 -2 )式の a、a-bおよびcは、それぞれ完全に阿佐した後




































































低 濃度 yf"y 3 濃度
[り帰式 (l=atb/c') 問対式((=a+b/c') 
[ :知覚強度 1 :知覚強度
t:時間(min) a+b L:時間(min) 
J =0.978+29.0/2.68・ 30.0 1=7.68+94.5/1.85' 
I = 2.53+ 27.5/2. 66' 30.0 1=9.30+91.3/1.93' 
( =0.363+29.5/2.94' 29.9 1 = 1.88+ 100/1.88' 
1 = 1.32+28.5/2.59‘ 29.8 1 =6.00+94.3/1.91' 
1 =2.17+27.8/2.32' 30.0 1 =15.0+86.3/1.64' 







J = 30.3-27.8/1. 77れ一川
[ =31.3-31.8/卜50れー川
1 =30.1-29.8/1.72(' :0) 










目帰式 (I=a-b/cれ-1 ~) ) 
(:知覚強度
l:時間(min)
1 = 97.8-85.5/1.1¥4 (.・は}
1 = 92.8-82.5/1 .43 ('-1 0) 



































5 -8 -1 従来の順応モデル式
順応現象をより客観的にとらえ、そこから 4 般的特性を見いだし、 Jよ!><~の n'f引 (dti に
生かしていくためには、順応現象のモデル化について検Jすることが小可欠である。
順応現象を単純なモデル式でぶそうとする試みは占くから行われてきており、以ト
のように様々なモデルが提案されてきた。 WoodrowとKarpman1 30)は、順応が先 f昔
るまでの時間Tと刺激強度(におい物質の濃度)Cの間に、




T=K 石て了 (54) 
の関係を提案した 131)。
また、 I1国応過程における知党強度 Iについては、 Ekmanら8 1)が指数関数的変化を





















ル式である(5 -1 )式(以下、 Ekmanの式とする)と、生理学的モデル式である
( 5 -5 )式(以仏大迫の式とする)に注伺し、大迫の式の簡略イじによって、経
験式であるEkmanの式を理論的に説明することを試みた。
































1 -K L 
α= k I C N 
-rRth+αr 
K = exp {一 (k I C + k -1) t A} 
L = exp (-k -I t B) 
r :比例係数
L (l-K) 




R t h 閥値に相当する暁応答の大きさ
t A 吸入時間
t B :吐出時間
1/ (1 ^. t [I)} ， 




考え、比例係数 rを乗じている。さらに、 ( 5 -6 )式の第 1J良と第 2瓜の、 αr
(l-L) / (l-KL) -rRlh、第 3J良のαrL (l-K) / (l-KL)お
よび (KL)ぺ/(1 A+ t [1)は、時間に依存しない定数であるので、それぞれa、b、
cとおくと、
I=a+b/cl ( 5 -7 ) 
となり、 Ekmanの式である(5 -1 )式と 同じ形が誘導される。このように、大迫の
モデル式を簡略イじすることによって、経験式であるEkmanの式を物理化学的・生理学
的特性および呼吸サイクルの取り方によって説明することができた。
( 5 -1 )式では、 aが順応完 f後の定常的な知党強度、 a+bが t= 0におけ
-151 -
る知:t'.t強度、 c が ~I日応による知'~'J:強度の減哀の速さをぶしているが、この点、を考慮
して、 ( 5 -6 )式 rjlの符パラメータの明滅による a、a+b、 cの変化の傾向に
ついて巧察し介。まず、同じにおい分子において沼度 Cが高くなった場合、 a+b









向くなった場合、 ( 5 -6 )式では知党強度の減哀が速くなるということになるが、
















第 9節 央試の述統的日昼誌に対する快 ・不快度の変{じ




の fl萎飾を従た、人間の知 '~'t の総介的な判断の結束として取れる感仙である。このよ








5 -9 -2 実験方法
1 )対象物質





5 -4 -2の 2)と同様であった。
3 )被験省
5 -4 -2の 3)と同線の条件を満たし、日央力にJ'Uおの必められない出子大学生
4名 (22'"'-27歳)を用いた。
4 )感覚尺度構成





5 -5 -2の 6)と同様であった。
7 )実験手順
5 -7 -2の7)と同様の手順に従って、各物質の快・不快J~ を測定した。
5 -9 -3 実験結果および考察
凶 5-20には、各物質、各濃度段階についての快 ・小快度の手均航と掠準偏差の
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IJ，'illI (sec) 





























210 900 600 
B'jl渇(scc)
30.1 1200 900 600 
時間 (sec)













































300 1200 900 600 
時間 (sec)





央気物質の連絞的E誤認による快 ・ イ~i火山の紅i時変化(その 1 ) 
平均値と標準偏差の推移をおす。
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2ベンタノン





























































ール、 n-フチルアルデヒドおよび2-ベンタノンについては、本章第 7釘Iの凶 5-19 
















































































iF ~を 11 する n 附椴では順応お f 後の女111'.1;強 j立が以も小さく、~こÁ只を 2 するエ




とによって、 M~ 党的!ぶ科;特性を物珂化学 í~J . ~I~ 月l'学的側面から t説明することを試み
た。 fGられた知凡は、以ドの通りである。
1 )大迫のモデル式を簡略化することによって、経験式であるEkmanの式と向型の式












2 )迎続的に央気に眼露される状況においては、初質問イ[のに おい口にかかわ らず、
身体への膨抑を i_li;安な因子として今l慢し、!..<:誌の評価を hう必史がある。
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k 1:脱離速度定数 (k，>k 1) 
(A -1 )式における右辺の点線枠は、活性をもっ結合体 (SP)。引が受容認市仙の先生
に直ちに使われて、イミ活性な結合体 (SP)in"Clに変化することを不す。
そこで、 (A -1 )式の関係が成り立つとき、 Pに比べて Sの濃度がト分に品く、結代
によるSの漉度Cの減少は無視できると仮定すると、脂質・府tp.{'l.fd:あt._りのレセブタ一分
チの数をN (原文ではレセプタ一分子の総数となっている)、結合体SPの泌肢を χとし
て、 [S] = C、 [P] =N-x、 [S P] = xとぶされる。 ここで、 (A 1)式の、!ん
衡関係に至るまでのxの時間的経過は次のように表される。
d [S P] 
dt 
= 竺三一=k，[S]・[P]-k 1 [SP] 
dt 
=一 (k，C+k 1) x+k，CN (A -2) 
(A -2)式を、 tニ Oのときx=Oの条件で解くと次式が得られる。
x= 
k，CN 
. ー [1 -exp {ー (k，C+k 1) t} ] 





こで、結合迷度 (SPの生成速度dx/ d t)は、 (A -3)式を微分して次式で返され
る。
ー 170- ー 171-
dx 
d t 











































k 1 CN 
x= klC+k [ 1 -exp {一 (kIC+k-l)t} ] 






ニ k1 C Nexp {ー (kIC+k 1) t} (A -6) 時間 t
付図-1 結合体濃度の時間的変化
〈吐出時〉
k 1 CN 
k IC+k 




度k 1 [SPJ =k IXのみ生じるものとした。
(A -5)式および (Aー 7)式に基づいたxの変イじを示すと付図-1のようになる。
1サイクル目では、 xは (A-5)式に従って tAまで増加し、 t か^ら (tA+tB)まで
は (A-7)式に従って減少する。次に、 2サイクル同の吸入1寺については、付図-1に
おいて、 lサイクル同の終 fU寺の点pから償IPUに、ド行に引いた直線と 1サイクル自の tAま
でのxの変イじを返す曲線との交点を p'としたとき、同じ曲線上で p'における時事IjT1から
t A経過した後の点q'までのxの変{ちが、そのまま 2サイクル自の吸入時のxの変化を表













ー 172 ・ 173 
付録一 2 人迫のモデル式の簡略jf~ の品先導




k 1 CN 
x= 
k 1 C + k 1 
. 





k 1 C N exp{ー (k1C+k-l) t} (A -6) 
(11:1[¥1存〉
k 1 CN 
x-
klCトk 1 





1:式を付似1-3によって説明すると、 1サイクル目では、 xは (A-5)式に従って tAま
で増加lし、 tAから (tA+tB)までは (A-7)式に従って減少する。また、 2サイクル
目の吸入H寺では、 p'から q'までのrlh線をそのまま平行移動したものがpから qまでの曲
線になり、 I[出時では、 qにおけるxにexp[一 k 1 {tー (2 t A十 tB) } ]を乗じた形
で指数関数的に減少する。
ここで、 1サイクルnおよび2サイクル日の終了時におけるxをそれぞれX h Xzとし、
同線にnサイクルUの終了時におけるxをXnとする。また、 1サイクル日および 2サイク
ルUの終 f時の点から航中UIに、ド行に引いた控室線と、 1サイクル自の日投入時におけるxの変
化をぷす曲線との交点での tをそれぞれth t 2とし、同様にnサイクル目の終了時の点
から繊中1Iに‘1'-行に引いた直線と、 1サイクル日の吸入H寺におけるxの変イじを表す曲線との
交点でのtをtnとする。さらに、結合速度(峡応答の大きさ)d X/ d tをRとして表し、
lサイクル自の開始時 (t=to=O)におけるRをRo、2サイクル目および3サイクル
自の開始時におけるRをRハ Rzとする。このとき、 R1およびR2は、 1サイクル自の吸
入時におけるRの変化をぷす曲線での t1およびt2に対応する値となり、向岐に t= t nに
対応するRがRnとなる。
そこで、ここでは順応モデル山線として、 Ro、Rl、Rz・・Rn・・ を結ぶ曲線を考え
る。そのために、まずt0、tl、t 2・・ tn""""を表す式を導き、それを (A-6)式に
代入してR。、 RI、R2・・・Rn"""を求め、さらにこれらを (tA+tB)ごとに結ぶこと
によってRの変化を表す州線を作成する。










r ，" ーーーー ・ー---"r -、ァ ーー ・ー・・--・・・ー，、
I " 
I " . 、 一 、
~ " I ""ー¥、 -






。 tA tA+ts 2tA+tO 2(tA+tO) 
時間 t
付図-3 結合体濃度と結合速度(映応符の大きさ)のIf寺1m的変化
α=k1CN (A -8) 
-174 -175 
β=k，C+k (A -9) X z二 α{ 1 -exp (一βt~) } =ー [1司 exp{ー β(t I tt A)} ] exp (ー γt1) α 
β 
γ=k I (A-10) 
tz= すー ln[ 1 -L {1 -K exp (一れ)} ] 
とおくと、 (A-5) '" (A-7)式は、それぞれ以下のように表される。













=αexp (一βt) (A -12) 
t 3二一 ;ln[1-L{1-K仰(一九)} ] 
(ntllHI今〉
x-;{l exp(一βtA) } exp {一 γ(t-tA)} (A -13) 
以下、同様に tnを求めることができる。そこで、これらを漸化式として表わすと、 J欠式の
ようになる。
t n= 0 (n = 0 ) 
、 、 』
?
? ， ，??， ， ? ?
、? ? ?
[t n の将 IH~
まず、 t0= 0である。次に、 tlを求める。 t= t Iにおける (A-ll)式でのxとt=
(tA+七日)における (A-13)式でのxはともにXIで等しいので、次式が成り立つ。
tn二 -;ln[1-L {1-ω (ー βtnl)}] (n> 1 ) 
また、 tnは次式のように表すこともできる。
α 
xs= ; {1ー仰 (ー βt1) }二 { 1 -exp (一βtA) }仰 (ー γts) 
β exp (-βt n) = 1 (n = 0 ) 




.・.exp(一βt1) = 1 - {1 -exp (一βtA) } exp (-γt B) (A -14) exp (ー βtn) = 1 -L {1 -K exp (一βtn 1) } (n> 1 ) 
ここで、 ここで、 (A -18)式を解く。
K = exp (一βtA) (A -15) exp (-βt n) -exp (ー βtn 1) 
= [1 -L {1 -K exp (ー βtn I)} ]ー[1ーL {1 -K exp(一βtn l)} ] 
= K L {exp (ー βtn 1) -exp (-βt n 2) } L = exp (ー γt8) (A -16) 
とおくと、 (A -14)式は以下のようになる。 exp (一βtJ) -exp (-βt 0)ニ {l-L(l-K)}-l
=-L (1-K) 
exp (ーβtl)=1-L (1-K) 
:. t I二一 ;ln{1-L(1-K)} 
:. exp (ー βtz) -exp (-βt J)
= [1 -L {1 -K exp (-βt 1)} ]ー{1 -L (1 
= K L {ー L(1-K)}
、?、 、 ， ，
?
?、 ? ??? (A 19) 
同様に、 t2を求める。






/ (t A + t 8)を代入すると、j欠式が得られる。
19)式の両辺をすべてたし合わせると、以卜のようになる。
exp (ー βtn) -exp (ー βt0) 
= {1 + (KL) + (KL) 2+・・・・+
(A ここで、
(1-K)} {-L (KL) n-I} 












1- (KL) n 
l一KL:-exp (-βt n) (^ -25) l/(IA-IU)} t / { (K L) =α 
知覚強度 1(t )への変換
1 ( t)がR( t )に比例すると考えて比例係数を rとし、闘{仰にfjU'Jする日見応符の大きさ
をRlhとすると、
(A -20) 
1- (KL) n 
1-KL 
これを変形すると、次のように tnを表す式が導かれる。
( 1 -K) =1-L :-exp (一βtn) 
(R(t)-Rlh) I(t)=r (A -21) 
1- (KL)n 、
1 -K L -βln { 1 -L (1 -K) 
1 








Rnは、 t= t nにおける1県応答の大きさ Rであるので、
される。 1/ (1 A"l川}1 / ( K L) -rRlh+αr 1=αr 
27) (A 





K =exp {一 (klC+k-l)




(A -23) ( 1 -K) {1 -L α Rn= 
これは結局、 Ekrnanによる経験式
以下のようになる。(A -23)式を展開すると、






( 1 -K) {1 -L α Rn= 















































( 1 -K) α一αL一
+αL (1 -K) 一
?、 、 ， ， ，???， ， ? 、
+α α{ 1 -一
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(A-24) 
(K L) n 























/ { (K L)・./(¥"-¥8】}¥ 






αkl C N 
K cxp { (k 1 C→k .) t A} 









δcδ -ー { (K L)・./ (1 ". 1 B) } 
θt ^ d t A 
(k，C寸 k .) t ^斗 k I t H 
[exp { ー }] dtA ~--.， t"←七恥





ーゥー (K L) ./(，，，・川
(t，+tB) 2 (A -31) 
箆豆三い¥"(1







-r R ¥h) 
l-KL ED{f21工~l
cをt8で微分すると、以下のようになる。1 -L 
{k C N r. _ ， ，- ，-_ -. - • ， -r R ，，} 
δC ，-- _. -- 1 -L exp (-k • t‘C-k .t，) 
{1'Lexp(-k.しC-k.t，)}-C{( L)( k. い)exp(k.t"C-k ，t，)} = rk，N(1-L) 
{ 1 -L exp (-k • t " C k. t ，)} 1 
1 - (1 + k ， tA C) L exp ( k • t " C -k ，t" ) = rk，N (l-L) 
δ 
{ 1 -L exp (-k ， t " C ， ， ?、 ? ，?、 、 ? ??? ? ???、ー
δc δ 
{ (K L) ./ (¥"・¥H) } -ー
δt 1 δt包
C+k ，) t，+k Itl } ] 
(k. δ 
[exp { 






k l(tA+tll)一{(k，C+k dtA+k ItH} ，_._， '"。、:.: (K L)ν 川 -lB) 
(tA+tS)2 
-k I C tρ (K L) 1/(IA-18) 
(t A + t“) l (A -32) 
これは常にHとなる。したがって、 tRを増加させると cは減少する。
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負三 6 ?J2 
第 1節概説
日よ込先立~1~ 栄子'ドlそをと考~);ll、した Jぷぷ主の J、F. イdlî
え見佑ーリノJ キiミ0::>主足当ミ
第 4章では、物質濃度測定に基づく従米の悲央脱制 }ji1~ の問題点、を指摘するとと
もに、人間の岐覚を用いた官能試験法の:忠良規制への導入のん向件を示し、さらに
代表的な官能試験法である三点比較式只袋法の問題点とその改持に閲する者察をわて
った。また第 5 章では、第 4~の検討内容を踏まえて、思只の感覚的評価・規制を
行う際の重要因子の一つである映感党の様々な時間特性に関する検討を行った。そ





















































は、低希釈倍数の試料只丸を作成する場合、大 llt の jfi~ ~ '^，! ~t.を注射 2i;ー で取り IH して
からまた大量の試料を注入しなければならず、 fl・IRt栄作の凶燥さから!込λ指数10以
下の測定が不可能となっている。しかし、低容祉の火袋をmいることによって、 10


























































































，‘ ~d 弓点比校式 1






































































































































































1 ) ~丸対策研究協会 3ド成 3 年度環境庁委託業務骨占拠鰍 ~Ii 1~F fR{央防止対策検討調
11:(郎rU烈央仏也織調査) (1992) 
2 )環境庁長官'l'fM総務課環境調査官 :平成 3年皮肉境モニター・アンケート「悪
史問題について Jの翻究結果 (1992)
3 )行的好隙 : ・般環境央気の評価方法の検討， P P M， 25 (3) ， 36-40 (1994) 













法について、人間の l県党を用いた ff能ぷ験 ~l、によらず機部分析誌によることとした。
しかし、人IlIJ の感党としての不快性に以づく !g~ ~λ* 訟を機関分析のみでとらえよう
とすることには限界があり、しばしば恥助の被告状況との遊灘が問題となってきた
ことから、官能試験法による恵失点(，面五法の61'立が緊急の問題となっていた。この





どうかは疑わしく、また三点比較式~袋法の ~WJ~ ん法 1'1体も 6t(.立したものとはいえ
ず、 -fl"fiの改苦が必要である。さらに、このようなJ忠良の評価 ・組制に関する検討
を行う際には、央気の様々な特性と人II.llの峨.r.t的此i符どの|則{系をJ巴射することが不












すし、 J忠良の性信感と認容レベルに係わる膨智肉 f':.を(lJjらかにするιとを試みた。機溶測定に央iJt強度、の=三点、比較式 ~1 .}~ 法によるデータの解析を行い、 ~~1指放、
アンゲ1t't占の発現に人きく関与すると与えられる央況のぷ容性に注目し、なわち、よる物質濃度および!Ut 央伝悩の布無などのおm~J ~日 l[ の関係について考察し、従来
司、-「我慢できる段位Jが只%のお容性を N.すものと 4・え、ートの捌丘項目のうち、の物質潰13:規制jの問題点を把慰するとともに、 131定規制導入のための基礎資料を得
れを目的変故、他のいくつかの調丘項目を説明変 !~~として 1説日佑 H ・起による解析を以下の通りである。るζ とを試みた。得られた知見は、
史気の認容性に関与する凶子の杷慌を行った。得られた知見は、以 F の~量りfjt、1 )駒~分折による浪1!l.測定物質と測定作故を災計した結果、指定悪史物質以タLの
である。
現行の物質濃度規制の米規制j物質で濃度測定が行われたものは76物質にのぼり、
「主Lになる絞JtJ にあ~l 、て r$<1.に1 )央えの認特性(r我慢できる限度J )には、もとで指定J鼠央物質を追加することには限界がある。
なる頻度」や「継続時間」といった央気の時11的雌保条件が大きく影響しており、2) I制希釈日数段人物質の滋度と試料~気の~試強度の関係について回帰分析 を 行
「においを無くす希望」は全般的に出・ 1・が小さ l¥ 0
業柿や物質に系統的な傾向っt.M~、 lulM がイj!患であったものは非常に少なく、
r ~l (-なるれ!立Jが失礼の認界的:に人2 )都市 ・生活型の央気発生i僚については、li成分系での物質濃度ど央%強度の|期係か ら算定も，1.{'.められなかったことから 、
きく影押している。
多成分の桜fT系として({.(fする実際の忠良に対して~ J1，t-J~ 1干の m<<~J 人4 ~r.f~[ を、
3 )現在の忠良防止法では、史丸の時IJ的日以路条件がほとんど考服、されていないこ
各指定悪玉L物質の浪j立脱出lでは柿々の業稀から発生j直川するごとはしf;j雌であり、















希釈操作の設計 イじを合めて{史川 H311 の改良や測定予J~ の改 lq1:させるとともに、このような業利による特性の違いを指数による!日(央の評価 ・規制を行う際には、
などを行う必要があ る。4・ J.~ することがイミ I IJ 欠である。
特に虫色iの民気の判定に Il't1~ l;巴仰をJ:kぼす史[刈であり、3 )ぷ料央気のI県ぎβは、5)Jftfj「有り」と"e入されていたデータの環境(敷地境界)における央気強度の
吸入時間や吸入国数などの時間的凶子を tlr心とした吸入条件について把肘するこおよび75%値を持出した紡民、 25%値および50%値の50%M (中央値)25%仙、





同一希釈{舟放で各パネルに 2'" 3 [1]繰り返して判定5 )排出口における測定では、
り」と);c人されていたデータの環境(敷地境界)における失礼指紋の25%値、 50












r~ r.，1~克 rjJ の柿々の失礼に対する住民のま[J党特性や失礼の H提訴条件などについて検討
ー 192-
lT，1境モニタ一 ・アンケートによる制任データに基づいて、出 4 ，';í:~} 3 flIiでは、
ドの測定を riJ能にするように手法の改告を行い、両方法を統一させることが不可
欠である。
涜 51;'[では、 il!{央の感覚的評価 ・規制における毛妥囚チの・つである喋感覚の時
間特刊:について揖々の検討を行い、以ドの~[J見を得た。
第 51;'i:~"i 4節では、日央峨党の時間特性の)A~三的要紫の 一つである臭気の吸入時間
にi1:崩し、吸入時 il¥Jを変化させたときのにおい物質と刺激性物質の“におL、" およ
び“刺激"の感覚の知党強位を央袋を1IJいて測定し、科物質の知党特性と、で点比
















後に減 .~ し続けるもの 、 ③・旦強度がm)JLlした後に減良し続けるもの、の 3樋類
がある。
2) 1 呼吸 f~l に対して 2 呼眼目の知覚強度が聞大する場合と減少する I場合があるこ
とから 、'(f能ぷ験において知覚強度や刷他などを測定する場合には、 M初の呼吸
時に判断することが必世である。























することによって、感覚的応符特ドtを物珂化学的 .~I: 開学的側 ((IÎ から説明すること
を，試みた。 f;}られた知見は、以トの通りである。
1 )大迫のモデル式を簡略{じすることによって、経験式であるEkmanの式と IdJ~l の式









1 )低濃度レベルでは、物質[胡 イi のにおい質に対する判断が人さく;~f:rし、女1'~~t 強
-195・
度の変イじに伴って快・不快度も推移するが、高濃度レベルでは、におい質のみな
らず、 I}?. [喉への刺激など身体各部位への影特が快・不快皮の 'I~'J 断を左右する。
2 )述続的に只λに曝持される状況においては、物質問有のにおい質にかかわらず、
身体への;形符を !E~ な凶チとして考慮、し、只気の評価を行う必要がある。









2 ) fl:L~ からの;刊行をなくすことが忠良規制の最大の目的であることから、規制基
























工学部附属環境質制御研究センタ一教授松片 -郎同l.に対し、心から感湖 i~ します・。
また、論文の取りまとめにあたり、数々の御教ぷと御助パを1Mりました京都入学人









御礼申し卜げます。また、本研究の遂行において特に御 J~{ )J n1きました点都人γ入
学院工学研究科環境地球 E学専攻修 k課程北川雅之氏には、深く!長調放します。さ
らに、多くの御協力を頂きました上橋峰;郎氏(現カリフォルニア大乍デービス校
大学院博士課程)、武内仲勝氏(現ダイキン r-_ 業 )、 J;~nls大γ人γ院 r:学研究科iIl
境地球工学専攻修仁課符遠藤淳氏、 1I1:Je由里子娘、和小;賢子検をはじめ、 fiJf究明の
皆様に岸く御礼申し上げます。
最後に、 9年間にわたる学生生活を通じて、常に激励し、立段してくれた"Lj矧に
心から感謝します。
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